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1
　
幡
豆
石
と
社
会

1
　
幡
豆
の
海
に
ね
む
る
矢
穴
石
と
文
化
遺
産	

愛
知
県
西
尾
市
幡
豆
地
区
（
旧
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
）
は
渥
美
半
島
と
知
多
半
島
に
抱
か
れ
た
三
河
湾
北
岸

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。
海
と
山
の
ま
ち
で
あ
る
幡
豆
地
区
の
海
岸
と
そ
の
周
辺
に
は
海
を
介
し
た
交
流
を
示

唆
す
る
文
化
遺
産
が
多
数
点
在
す
る
。
海
岸
部
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
弥
生
時
代
前
期
の
環
濠
集
落
で
亜
流
遠
賀

川
系
の
壺
な
ど
が
出
土
し
た
江
尻
遺
跡
や
五
世
紀
後
半
の
築
造
と
さ
れ
、
北
部
九
州
系
の
初
期
横
穴
式
石
室
を
有

す
る
中
之
郷
古
墳
な
ど
が
あ
る
（
伴
野 

二
〇
〇
七
）。
中
で
も
幡
豆
地
区
の
沿
岸
部
に
お
い
て
潮
間
帯
や
沿
岸
域

で
確
認
さ
れ
て
き
た
「
矢
穴
石
」
は
、
そ
の
歴
史
的
性
格
も
含
め
、
海
の
文
化
遺
産
と
し
て
大
き
な
魅
力
を
持
っ

て
い
る
。

近
年
、
こ
れ
ら
海
や
湖
、
河
川
と
い
っ
た
水
環
境
と
密
接
に
か
か
わ
る
文
化
遺
産
は
「
水
中
文
化
遺
産
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
国
際
的
に
も
世
界
遺
産
で
有
名
な
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
「
水
中
文
化
遺
産
保
護
条
約
」
が
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バ
イ
ア
遺
跡
で
有
名
な
イ
タ
リ
ア
な
ど
す
で
に
実
現
し
て
い
る
国
も
あ
る
。

し
か
し
、
ま
だ
水
中
文
化
遺
産
保
護
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
日
本
で
は
、
水
中
文
化
遺
産
の
「
海
底
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
」
を
目
指
し
た
動
き
は
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
沖
縄
の
久
米
島
で
は
、
水
深

の
比
較
的
浅
い
沿
岸
域
に
分
布
す
る
海
底
遺
跡
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
に
よ
る
遺
跡
見
学
会
（
主
催
：
久
米
島
教

育
委
員
会
・
久
米
島
博
物
館
）
が
開
催
さ
れ
、
中
高
生
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
人
気
を
博
し
た

（
南
西
諸
島
水
中
文
化
遺
産
研
究
会  

二
〇
一
四
）。

筆
者
ら
を
含
め
た
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
エ
リ
ア
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
：
石
川
）

や
東
海
大
学
海
洋
学
部
も
こ
う
し
た
水
中
文
化
遺
産
の
観
光
資
源
や
文
化
・
教
育
資
源
と
し
て
の
新
た
な
可
能
性

に
着
目
し
、
沖
縄
の
石
垣
島
を
中
心
と
し
た
水
中
文
化
遺
産
を
用
い
た
海
洋
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
、

遺
跡
そ
の
も
の
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
を
目
的
と
し
た
研
究
活
動
を
進
め
て
い
る
（
小
野 

二
〇
一
四
、
小
野
ほ
か 

二
〇
一
三
、O

no et al. 2014, 

坂
上
ほ
か 

二
〇
一
四
）。
そ
の
最
終
目
標
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
文
化
遺
産
の
持
続

的
な
保
全
で
も
あ
る
が
、
日
本
で
は
水
中
文
化
遺
産
の
保
護
を
目
指
し
た
活
動
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
海
の
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
近
年
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
改
め
て
幡
豆
地
区
を
中
心
と
す
る

西
尾
市
の
沿
岸
や
島
々
に
あ
る
文
化
遺
産
に
注
目
す
る
と
（
図
1
）、
そ
の
歴
史
的
価
値
の
高
さ
や
こ
れ
ら
に
ま
つ

わ
る
歴
史
的
背
景
や
物
語
の
面
白
さ
、
ま
た
身
近
で
見
学
も
容
易
で
あ
る
と
い
う
そ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
良
さ
に
お

い
て
、
大
き
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
こ
で
本
章
で
は
以
下
の
節
に
お
い
て
、「
矢
穴
石
」
を

中
心
に
、
幡
豆
地
区
を
中
心
と
す
る
沿
岸
域
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
海
の
文
化
遺
産
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
う

二
〇
〇
一
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
カ
国
の
批
准
に
よ
り
発
効
さ
れ
た
の
を
契

機
に
、
そ
の
保
全
と
活
用
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
（
e.g. 

岩
淵 

二
〇
一
二
、
小
野 

二
〇
一
四
）。
な

お
ユ
ネ
ス
コ
の
定
義
に
従
う
な
ら
、
潮
間
帯
の
よ
う
に
周
期
的
に
水
に
浸
か
る
場
所
に
位
置
す
る
文
化
遺
産
も
、

一
〇
〇
年
以
上
前
の
も
の
で
あ
れ
ば
「
水
中
文
化
遺
産
」
と
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
二
〇
一
三
年
に
文
化
庁
が
「
水
中
遺
跡
調
査
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
国
と
し
て
の
動

き
が
よ
う
や
く
出
て
き
た
。
ま
た
日
本
沿
岸
に
お
け
る
水
中
文
化
遺
産
も
、
二
〇
一
〇
年
に
元
の
軍
船
や
遺
物
が

発
見
さ
れ
た
長
崎
県
松
浦
市
の
鷹
島
海
底
遺
跡
が
、
海
底
遺
跡
と
し
て
初
め
て
国
指
定
遺
跡
（
遺
跡
名
：
鷹た

か

島し
ま

神こ
う

崎ざ
き

遺
跡
）
と
さ
れ
る
な
ど
、
学
術
・
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
水
中
文
化
遺
産
は
陸
上
の
文
化
遺
産
と
は
立
地
が
異
な
り
、
水
中
あ
る
い
は
海
底
に
あ
る
が
ゆ
え
に
そ

の
姿
を
一
般
に
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
水
中
文
化
遺
産

は
歴
史
的
に
価
値
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
単
純
に
そ
の
分
布
範
囲
を
囲
い
込
み
、
立
ち
入
り
を
制
限
す
れ
ば
良
い

と
い
う
発
想
は
現
実
的
で
は
な
く
、
ま
た
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
も
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
水
中
文
化

遺
産
の
場
合
、
海
を
生
業
と
す
る
様
々
な
関
係
者
と
文
化
財
の
保
護
や
活
用
を
担
う
行
政
や
研
究
者
な
ど
が
相
互

に
協
力
し
、
水
中
文
化
遺
産
を
海
洋
資
源
の
一
つ
と
し
て
観
光
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
も
っ
と
も
経
済

的
か
つ
安
定
し
た
保
護
の
状
態
を
生
み
出
す
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
た
動
き
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
水
中
文
化
遺
産
保
護
条
約
に
も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

世
界
的
な
潮
流
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
そ
の
一
環
と
し
て
、
海
底
に
残
さ
れ
た
遺
跡
を
そ
の
ま
ま
史
跡
公
園

化
し
、
文
化
・
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
「
海
底
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
も
活
発
化
し
つ
つ
あ
り
、

45



第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

こ
の
菩
薩
像
は
海
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
言

う
伝
承
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
「
海
か
ら
来
た
観
音

さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
は
江
戸
時
代
の
元

禄
期
頃
よ
り
伝
わ
る
も
の
で
、
地
元
漁
師
が
網
漁
の
際
に

海
か
ら
引
き
揚
げ
、
そ
の
後
、
大
漁
が
続
い
た
り
、
観
音

さ
ま
が
彼
の
夢
の
中
に
出
て
き
た
り
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
地
域
の
民
話
と
し
て
も
残
っ
て
い
る
（
e.g.
『
む
か
し　

む
か
し　

は
ず
の
里
』）。
残
念
な
が
ら
、そ
の
引
揚
地
点
、

え
で
、
そ
の
魅
力
や
保
護
、
活
用
と
い
っ
た
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

幡
豆
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
主
な
海
の
文
化
遺
産

図
1
は
、
幡
豆
地
区
を
中
心
に
主
な
海
の
文
化
遺
産
の
あ
る
場
所
を
示
し
た
も
の
だ
。
こ
の
う
ち
沖
島
や
前
島

を
含
む
沿
岸
域
に
分
布
す
る
の
が
、
本
章
で
注
目
す
る
矢
穴
石
群
で
あ
る
。
幡
豆
地
区
の
矢
穴
石
は
、
江
戸
初
期

の
慶
長
一
五
（
一
六
一
〇
）
年
に
幕
命
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
名
古
屋
城
築
城
の
際
に
切
り
出
さ
れ
た
石
材
の
切
り

出
し
痕
を
持
つ
石
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
幡
豆
一
帯
は
「
幡
豆
石
」
と
呼
ば
れ
る
花
崗
岩
類
の
産
地
と

な
っ
て
き
た
（
昭
和
以
降
に
お
け
る
幡
豆
石
の
積
み
出
し
に
関
し
て
は
4
を
参
照
の
こ
と
）。

矢
穴
と
は
、
石
を
切
り
取
る
際
に
開
け
ら
れ
た
幅
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
長
方
形
を
し
た
楔
穴
を
意
味
す
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
矢
穴
を
複
数
開
け

て
そ
こ
に
樫
製
の
楔
を
差
し
込
み
、
打
割
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
矢
穴
が
波
線
状
に
開
け
ら
れ
た

石
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
年
代
的
に
は
古
い
ほ
ど
穴
の
サ
イ
ズ
は
相
対
的
に
大
き
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
矢
穴
石
は
幡
豆
地
区
の
海
岸
部
（
崎
山
海
岸
・
田
尻
海
岸
・
西
丸
山
海
岸
な
ど
）
だ
け
で
な

く
、
山
間
部
と
な
る
八
貫
山
な
ど
に
も
散
在
す
る
ほ
か
、
前
島
・
沖
島
と
い
っ
た
島
嶼
部
に
も
多
い
。

矢
穴
石
の
ほ
か
に
も
、
幡
豆
地
区
に
は
水
中
文
化
遺
産
に
類
す
る
海
の
文
化
遺
産
の
目
撃
例
・
実
例
・
伝
承
が

幾
つ
か
存
在
し
て
お
り
、
今
後
の
新
た
な
調
査
に
繋
が
る
可
能
性
を
有
し
た
興
味
深
い
例
も
あ
る
。

た
と
え
ば
幡
豆
地
区
の
鳥
羽
崎
山
に
あ
る
観
音
堂
（
写
真
1
）
に
は
、
堂
内
に
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
木
彫
の
観
世
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
（
図
1
参
照
）。

トンボロ干潟
東幡豆港

東浜
中ノ浜

妙善寺

ナギソ岩

倉舞港

西尾市

0 1km

西幡豆漁港

吉田港

寺部海水浴場

松島

西丸山海岸

寺部海岸

幡頭神社

豊受大神宮

崎山観音堂

八貫山

田尻・崎山海岸

沖島
梶島

前島

図 1　幡豆地区および周辺域と主な海の文化遺産のある場所

写真 1　鳥羽崎山にある観音堂（撮影：小
野）
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種
命
の
遺
骸
が
流
れ
着
い
た
と
い
う
伝
承
の
あ
る
「
亀
岩
」（
写
真
3
）
が
昔
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
て
い
る
（
e.g.
『
は

ず
の
民
話
』）。

さ
ら
に
西
尾
市
全
域
に
目
を
広
げ
る
と
、
佐
久
島
の
西
地
区
に
あ
る
石し

垣が
け

に
は
江
戸
時
代
、
千
国
船
を
係
留
す

る
た
め
に
使
用
し
た
石
柱
が
潮
間
帯
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
佐
久
島
と
南
知
多
町
の
日
間
賀
島
の
間
に
は
、
か
つ
て

寺
が
あ
っ
た
が
津
波
に
よ
っ
て
沈
没
し
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
が
残
る
「
寺
島
」
と
呼
ば
れ

る
海
域
は
現
在
、
水
深
の
や
や
浅
い
瀬
が
広
が
り
、
か
つ
て
は
潮
間
帯
や
陸
域
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
寺
等
の
建
築
物
が
あ
っ
た
確
実
な
痕
跡
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
今
後
、
潜
水

調
査
を
含
め
た
詳
細
な
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

梶
島
の
東
方
の
暗
礁
で
は
か
つ
て
、「
漁
網
に
石
仏
が
掛
か
っ
た
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
石
像
も
ま
た
、「
宝

珠
地
蔵
」
と
し
て
町
内
の
一
角
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
海
難
供
養
の
た
め
に
梶
島
の
岩
礁
上
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の

が
、
地
震
な
ど
の
衝
撃
に
よ
り
崩
落
し
、
海
中
に
沈
ん
だ
地
蔵
尊
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
梶
島
で
も
矢
穴
石

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
三
河
湾
の
入
り
口
に
浮
か
ぶ
篠
島
に
も
多
く
の
矢
穴
石
が
あ
る
が
、
次
節
で
は
幡
豆
に
残

る
矢
穴
石
を
中
心
に
、
矢
穴
石
か
ら
見
え
て
く
る
築
城
の
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。�

（
小
野
林
太
郎
・
伴
野
義
広
）

2
　
矢
穴
石
か
ら
み
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
築
城
の
歴
史

こ
こ
で
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
三
河
の
海
に
眠
る
文
化
遺
産
の
う
ち
、
各
地
に
分
布
し
て
い
る
矢
穴
石
に
焦
点

由
来
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
点
も
多
い
が
、
水
揚
が
り
と
い
う
点
で
は
重
要
な
海
の
文
化
遺
産
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
鳥
羽
崎
山
に
は
豊
受
大
神
宮
が
あ
り
、こ
こ
に
は
「
お
か
め
塚　

昭
和
三
十
二
年
六
月　

第
五
参
栄
丸
」

と
刻
ま
れ
た
高
さ
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
供
養
塔
が
あ
る
（
写
真
2
）。
こ
れ
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
供
養
し
た
も

の
と
思
わ
れ
、
海
の
文
化
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
。
豊
受
大
神
宮
の
あ
る
鳥
羽
の
船
溜
り
は
丘
陵
地
の
先
端
部
が
海

岸
部
に
迫
り
、
自
然
の
入
江
を
形
成
し
て
い
て
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
豊
受
大
神
宮
は
、
三
重
県
伊
勢
市
豊
川
町

に
あ
る
伊
勢
神
宮
の
外
宮
が
有
名
だ
が
、
伊
勢
と
同
じ
く
三
重
県
に
あ
る
鳥
羽
の
地
名
同
様
に
三
重
方
面
と
何
ら

か
の
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
四
番
組
町
内
会
の
幡
頭
神
社
に
は
日
本
武
尊
の
東
国
征
伐
の
帰
路
、
駿
河
の
沖
で
遭
難
し
た
建
稲

写真 2　鳥羽崎山の豊受大神宮にある「お
かめ塚」（撮影：伴野）

写真 3　幡頭神社にある「亀岩」（撮影：
伴野）
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

場
合
な
ど
も
あ
る
。
し
か
も
各
大
名
の
刻
印
は
数
種
類
あ
っ
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
名
古
屋
城
の
刻
印
だ
け
で
も

五
〇
〇
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

石
垣
普
請
を
務
め
た
主
な
大
名
と
し
て
は
、
加
藤
清
正
の
盟
友
で
も
あ
っ
た
福
島
正
則
、
黒
田
長
政
、
細
川
忠

興
、
池
田
輝
政
、
加
藤
喜
明
、
浅
野
幸
長
の
ほ
か
、
鍋
島
勝
茂
、
毛
利
秀
就
、
山
内
忠
義
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
名
古
屋
城
の
石
垣
用
材
は
三
河
湾
沿
岸
や
島
以
外
に
も
、
各
地
で
採
石
さ
れ
た
。
名
古
屋
城
の
石
垣

研
究
の
第
一
人
者
は
、
髙
田
祐
吉
氏
で
あ
る
。
髙
田
氏
は
名
古
屋
城
の
石
垣
と
採
石
地
の
関
係
に
着
目
し
、
現

地
調
査
を
重
ね
た
結
果
、
幡
豆
を
始
め
と
す
る
各
地
の
石
丁
場
あ
る
い
は
石
切
り
場
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
髙

田 

一
九
九
九
、二
〇
〇
一
、二
〇
〇
六
、
髙
田
・
加
藤 

二
〇
一
三
）。
幡
豆
の
矢
穴
石
に
つ
い
て
は
、
加
藤
安

信
氏
や
地
元
の
（
故
）
福
田
啓
志
郎
氏
、
山
本
村
夫
氏
、
石
川
静
男
氏
ら
も
研
究
を
進
め
て
き
た
（
e.g. 

加
藤 

二
〇
〇
八
）。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
り
幡
豆
地
区
で
矢
穴
石
が
発
見
・
確
認
さ
れ
て
き
た
主
な
場
所
は
、

（1）
鳥
羽
八
貫
山
・

田
尻
海
岸
・
崎
山
海
岸
、

（2）
寺
部
海
岸
、

（3）
前
島
、

（4）
沖
島
、
そ
し
て

（5）
西
丸
山
海
岸
の
計
五
か
所
で
あ
る
。
ほ

か
に
も
幡
豆
地
区
周
辺
で
は
、
隣
接
す
る
西
尾
市
吉
良
町
や
蒲
郡
市
の
沿
岸
域
な
ど
、
矢
穴
石
が
発
見
さ
れ
て
い

る
場
所
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
五
か
所
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

鳥
羽
八
貫
山
・
田
尻
海
岸
・
崎
山
海
岸

鳥
羽
八
貫
山
の
矢
穴
石
は
、
一
九
九
九
年
に
髙
田
氏
が
、
福
田
氏
や
石
川
氏
ら
と
と
も
に
行
っ
た
分
布
調
査
に

を
あ
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
築
城
の
歴
史
と
そ
の
謎
に
迫
り
た
い
。

ま
ず
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
城
づ
く
り
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
現
在
、
日

本
全
国
に
残
る
城
の
多
く
は
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
築
城
さ
れ
た
現
存
の
も
の
か
、
も
し
く

は
そ
れ
ら
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
平
城
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ
ル
の
も
の
で
、
織
田
信
長
が
建

て
た
安
土
城
以
降
に
普
及
し
た
と
も
言
わ
れ
、
平
地
に
二
重
の
掘
り
と
石
垣
を
築
き
、
そ
の
中
に
複
数
の
階
層
を

持
つ
天
守
、
櫓
、
堀
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
城
の
防
御
性
と
い
う
視
点
か
ら
最
も
重
要
と
な
る
の
が
、
石
垣
と
そ
れ
を
囲
む
堀
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
特
に
石
垣
は
、
そ
の
上
に
天
守
が
建
設
さ
れ
る
た
め
、
基
礎
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
石
垣
造

り
が
築
城
の
要
で
も
あ
っ
た
。
戦
国
末
期
に
築
城
・
普
請
の
名
手
と
し
て
名
を
は
せ
た
加
藤
清
正
や
前
田
利
家
、

藤
堂
高
虎
ら
は
、
こ
の
石
垣
造
り
が
何
よ
り
巧
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
加
藤
が
手
掛
け
た
城
の
代
表

格
と
し
て
、
熊
本
城
、
江
戸
城
、
そ
し
て
名
古
屋
城
が
あ
る
。
中
で
も
天
下
人
と
な
っ
た
徳
川
家
康
が
、
江
戸
城

と
と
も
に
大
規
模
な
築
城
を
命
じ
た
の
が
、
名
古
屋
城
で
あ
る
。

そ
の
名
古
屋
城
の
築
城
に
お
い
て
天
守
台
の
石
垣
普
請
を
担
当
し
た
の
は
、
加
藤
清
正
だ
っ
た
。
記
録
に
よ
れ

ば
、
石
垣
造
り
は
丁
場
割
と
い
っ
て
、
加
藤
を
始
め
多
く
の
西
国
大
名
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
の
割
り
当
て
に

関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
「
名
古
屋
城
町
場
請
取
絵
図
」
で
も
確
認
で
き
、
名
古
屋
城

総
合
事
務
所
に
は
写
本
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（
髙
田
・
加
藤 
二
〇
一
三
）。

築
城
計
画
は
綿
密
に
組
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
は
刻
印
と
い
っ
て
自
分
の
マ
ー
ク
を
あ
ら
か
じ
め
石
垣
用
材

の
採
石
地
で
彫
っ
た
。
こ
れ
は
家
紋
の
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
が
、
も
っ
と
単
純
化
さ
れ
た
も
の
で
、
名
前
の
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

一
方
、
八
貫
山
の
麓
に
あ
た
る
田
尻
海
岸
や
崎
山
海
岸
に
点
在
す
る
矢
穴
石
は
、
潮
間
帯
上
に
存
在
し
て
お
り
、

水
中
文
化
遺
産
と
し
て
も
認
識
で
き
る
文
化
遺
産
で
あ
る
。
田
尻
海
岸
で
は
一
四
列
、
三
六
個
の
矢
穴
が
あ
る
巨

石
や
、
二
列
五
個
の
矢
穴
の
あ
る
岩
（
写
真
6
）、
崎
山
海
岸
で
は
一
列
八
個
の
矢
穴
の
あ
る
岩
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
ま
た
崎
山
海
岸
で
は
「
丸
に
永
」
の
文
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

寺
部
海
岸

み
か
わ
温
泉
施
設
の
眼
前
に
広
が
る
寺
部
海
岸
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
計
二
一
個
の
矢
穴
石
が
確
認
さ
れ
て
い

る
（
図
3
）。
現
存
し
て
い
る
矢
穴
石
に
刻
印
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
「
丸
に
上
」
と
「
鍵
に

よ
り
、
肥
後
藩
主
加
藤
清
正
の
刻
印
三
個
を
発

見
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後

に
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
、
現
段
階
で
は
少
な

く
と
も
八
個
の
刻
印
、
四
種
類
を
確
認
し
て
い

る
。
図
2
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
八
貫

山
や
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
田
尻
海
岸
や
崎
山

海
岸
に
お
け
る
矢
穴
石
の
分
布
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

八
貫
山
の
矢
穴
石
の
中
で
も
特
に
興
味
深

い
の
が
、
加
藤
清
正
の
刻
印
と
考
え
ら
れ
る

「
違
い
山
形
」「
生
駒
車
」「
丸
に
二
つ
巴
」「
輪

鼓
」
と
い
う
文
が
刻
ま
れ
た
石
で
あ
る
（
写
真

4
・
5
）。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
矢
穴
石
の
存
在

に
よ
り
、
八
貫
山
が
加
藤
清
正
の
採
石
地
に
間
違
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
ら
も
、
八
貫
山
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
（
柏
木
・
小
野 

二
〇
一
一
）。
肩
の
高
さ
ま
で
茂
っ
た
雑
草
を
か

き
分
け
登
っ
て
い
き
、
突
如
と
し
て
こ
れ
ら
の
矢
穴
石
が
現
れ
た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
八
貫
山
は
陸
域

に
あ
る
た
め
、
海
の
文
化
遺
産
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
四
〇
〇
年
以
上
前
に
築
城
さ
れ
た
名
古
屋
城
と
幡
豆
が
、

海
を
介
し
て
結
ば
れ
て
い
た
歴
史
を
今
に
残
す
重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

図 2　八貫山・田尻海岸・崎山海岸の矢穴石分布図
（『幡豆町史　資料編 1』、pp403; 図 1 より作成）

写真 6　田尻海岸の矢穴石（撮影：伴野）

写真 4　八貫山で発見された「違い山形」
文と「生駒車」文の入った矢穴石（撮影：
伴野）

写真 5　八貫山で発見された「輪鼓」文の
入った矢穴石（撮影：伴野）
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

上
」
の
刻
印
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
潮
間
帯
に
分
布
し
て
お
り
、
水
中
文
化
遺
産
と
し
て
も
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
矢
穴
石
群
は
、
み
か
わ
温
泉
施
設
や
道
路
か
ら
近
い
た
め
、
幡
豆
地
区
に
分
布
す
る
矢
穴
石
の
中
で
も

最
も
行
き
易
く
、
発
見
も
し
易
い
。

前　

島

前
島
は
東
幡
豆
港
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
無
人
島
だ
が
、
二
〇
〇
七
年
に
髙
田
氏
、
加
藤
氏
、
石
川
氏
、
伴
野
が
実

施
し
た
分
布
調
査
に
よ
り
、
西
海
岸
か
ら
南
海
岸
、
さ
ら
に
は
東
海
岸
に
か
け
て
計
七
八
個
以
上
の
矢
穴
石
が
確

認
さ
れ
た
。
特
に
前
島
の
南
海
岸
に
は
、多
く
の
矢
穴
石
が
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
こ
か
ら
は
、
そ
の
南
に
位
置
す
る
沖
島
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
4
は
こ
れ
ら
七
八
個
の
矢
穴
石
に
番
号
を
付
け
、
そ
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
う
ち
の
七

個
か
ら
、
福
島
正
則
に
属
す
る
と
い
わ
れ
る
「
鱗
に
十
の
字
」
文
（
二
点
）、「
丸
に
出
十
字
」
文
（
一
点
）、「
角

轡
」
文
（
二
点
）、「
角
に
大
の
字
」
文
（
一
点
）、「
輪
鼓
」
文
（
一
点
）
の
計
七
点
の
刻
印
が
見
つ
か
っ
た
（
写

真
7
・
8
・
9
）。
こ
れ
ら
は
図
4
中
の
番
号
31
、
39
、
50
、
54
、
57
、
58
、
68
に
位
置
す
る
矢
穴
石
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
〇
一
五
年
三
月
に
も
、
伴
野
ら
は
西
尾
市
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
の
一
環
と
し
て
前
島
と
沖
島
を
調
査

し
、
前
島
で
新
規
に
刻
印
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
た
。
髙
田
氏
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
写
真
だ
け
で
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、や
は
り
福
島
正
則
の
刻
印
と
思
わ
れ
る
「
三
つ
輪
違
い
に
十
の
字
」
文
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
、
前
島
は
福
島
正
則
の
採
石
地
と
考
え
ら
れ
、
現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い

る
前
島
の
刻
印
は
計
八
点
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、『
愛
知
県
幡
豆
町
誌
』
に
は
「
丸
に
永
」
の
刻
印
が
あ
っ
た

N

100m

前　　島

31　鱗に十の字
39　鱗に十の字
50　丸に出十字
54　田
57　輪鼓
58　角に大の字
68　田

十

大

1
2

4

5 73-2
3-1

3-3
3-4

6

8
9
10

13
11

51
54

50
57
56 60 61 62

63 64
73

74
65

6667
68

69

75

59
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16

18
21 2277 
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15

17

40

36
37

38
39
43
44

53

49
48

47

45
46

42
34

35

19
31
29

30

32
33 20

26
27
25

23
28
12

55 24
72 71

70

図 3　寺部海岸の矢穴石分布図
（『幡豆町史　資料編 1』、pp404; 図 2（上）より作成）

図 4　前島の矢穴石分布図
（髙田・加藤・石川・伴野による調査成果をもとに
作成。原本は西尾市幡豆歴史民俗資料館蔵）
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

と
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
認

で
き
て
い
な
い
。

沖　

島

前
島
の
南
沖
合
に
位
置
す
る
沖

島
で
も
、二
〇
〇
〇
年
に
髙
田
氏
、

福
田
氏
、
山
本
氏
、
石
川
氏
ら
に

よ
る
分
布
調
査
が
行
わ
れ
、
東
側

の
海
岸
で
一
三
個
、
北
東
に
岬
状

に
突
き
出
た
と
こ
ろ
で
一
三
個
、

沖
嶋
社
に
あ
が
る
北
側
階
段
下
の

沿
岸
で
三
個
の
計
二
九
個
の
矢
穴

石
が
確
認
さ
れ
た
（
図
5
）。
こ
の

中
に
は
、毛
利
秀
就
に
属
す
る「
二

の
字
」
文
な
ど
二
個
の
刻
印
の
ほ

か
、
一
二
個
の
矢
穴
と
一
五
個
の

矢
穴
が
十
文
字
に
入
っ
た
矢
穴
石

（
口
絵
4
・
写
真
10
）
な
ど
が
見
つ

写真 8　前島で発見された「角に大の字」
文の入った矢穴石（撮影：伴野）

写真 10　沖島で発見された 12 個の矢穴
と 15 個の矢穴が十文字に入った矢穴石（撮
影：伴野）

写真 7　前島の南海岸と沖島（撮影：小野）

写真 9　前島で発見された「丸に出十字」
文が入った矢穴石（撮影：伴野）

図 5　沖島の矢穴石分布図
（『幡豆町史　資料編 1』、pp405; 図 3（下）より作成）

図 6　西丸山海岸の矢穴石分布図
（『幡豆町史　資料編 1』、pp404; 図 2（下）より作成）
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

れ
て
い
た
「
生
駒
車
」
文
の
刻
印
も
天
守
台
で
七
〇
個
近
く
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（『
幡
豆
町
史　

資
料
編
1
』

四
〇
七
、四
一
一
頁
）。

一
方
、
前
島
で
発
見
さ
れ
た
「
鱗
に
十
の
字
」
文
の
刻
印
は
福
島
正
則
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
八

貫
山
で
も
確
認
さ
れ
た
「
輪
鼓
」
文
は
加
藤
清
正
の
刻
印
と
さ
れ
る
。
各
大
名
の
刻
印
は
複
数
あ
り
、
同
じ
刻
印

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
同
時
期
に
同
じ
丁
場

で
採
石
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
島
は
福

島
に
よ
る
石
丁
場
で
あ
っ
た
可
能
性
が
よ
り
高
い
。
こ

の
ほ
か
に
沖
島
で
発
見
さ
れ
た
「
二
」
の
刻
印
文
は
毛

利
秀
就
、か
つ
て
寺
部
海
岸
で
発
見
さ
れ
た
「
丸
に
上
」

文
が
豊
前
の
細
川
忠
興
、
崎
山
海
岸
で
発
見
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
「
丸
に
永
」
文
は
筑
後
の
田
中
忠
政
に
属

す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
石
丁
場
も
幡
豆
地

区
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

幡
豆
の
海
辺
や
山
中
に
残
さ
れ
た
矢
穴
石
は
、
一
見

そ
の
辺
り
に
転
が
っ
て
い
る
た
だ
の
石
に
し
か
見
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
し
ば
か
り
注
意
深
く

見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
活
躍
し
た
武
将
や
大
名
た
ち
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い

か
っ
た
。西

丸
山
海
岸

東
幡
豆
の
西
丸
山
海
岸
で
も
潮
間
帯
上
に
計
八
個
の
矢
穴
石
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
6
）。
残
念
な
が
ら
、
刻

印
の
入
っ
た
石
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寺
部
海
岸
と
同
じ
く
沿
岸
道
路
か
ら
近
く
て
訪
ね
易
く
、
ア
ク
セ
ス

度
の
高
い
矢
穴
石
群
で
あ
る
（
写
真
11
）。

髙
田
氏
に
よ
れ
ば
、
矢
口
が
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
矢
穴
石
は
名
古
屋
城
築
城
時
の
石
垣
用
材
の
た
め

に
あ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
（
髙
田 

二
〇
〇
六
）。
こ
の
理
解
の
も
と
に
、
改
め
て
幡
豆
地
区
に
お
け

る
矢
穴
石
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
矢
口
が
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
が
多
い
（
写
真
12
）。
こ
の
た
め

幡
豆
を
含
め
、
三
河
湾
沿
岸
部
で
発
見
さ
れ
て
い
る
矢
穴
石
は
名
古
屋
城
築
城
時
か
、
そ
の
後
の
宝
暦
大
修
理
用

に
搬
出
さ
れ
よ
う
と
し
た
石
垣
用
材
の
残
石
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
吉
田
城
（
豊
橋
市
）
の
改
修
の
際
に

用
い
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
残
石
に
記
さ
れ
た
刻
印
は
、
石
の
切
り
出
し
を
担
当
し
た
大
名
の
符
丁
で
あ
り
、
担
当
大
名
を
特
定

で
き
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
矢
穴
石
に
残
さ
れ
た
刻
印
か
ら
、
各
石
丁
場
を
担
当
し
た
大
名

を
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
た
と
え
ば
幡
豆
地
区
に
お
い
て
は
、鳥
羽
の
八
貫
山
は
残
さ
れ
た
刻
印
か
ら
、

明
ら
か
に
加
藤
清
正
の
丁
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
発
見
さ
れ
た
「
違
い
山
形
」
文
や
「
丸
に

二
つ
巴
」
文
の
刻
印
石
は
、
名
古
屋
城
の
天
守
台
石
垣
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
特
に
後
者
の
刻
印
石
は
名
古
屋

城
の
大
・
小
天
守
台
の
み
で
約
三
〇
個
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
「
違
い
山
形
」
文
と
セ
ッ
ト
で
刻
ま

写真 11　西丸山海岸と矢穴石（撮影：柏木数馬氏）

写真 12　幡豆の矢穴石に見られる矢口のサイズや形状（撮影：
小野）
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

結
す
る
こ
と
も
あ
り
極
秘
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
海
と
の
関
係
で
い
え

ば
、
名
古
屋
城
や
江
戸
城
な
ど
の
普
請
場
へ
と
運
ぶ
際
に
使
用
さ
れ
た
石
船
に
関
す
る
記
録
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
。
こ
の
た
め
、
石
垣
に
利
用
さ
れ
た
あ
れ
だ
け
の
数
と
大
き
な
石
が
ど
の
よ
う
に
積
載
さ
れ
、
ど
の
程
度

の
規
模
の
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
の
か
と
い
っ
た
運
搬
方
法
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
は
い
ま
だ
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
幡
豆
で
は
北
村
和
宏
氏
と
伴
野
が
二
〇
一
〇
年
一
月
に
行
っ
た
安
泰
寺
（
曹
洞
宗
）
の
位
牌
調
査

で
、
慶
長
一
五
年
五
月
三
日
に
没
し
た
「
江
海
院
殿
雄
山
宗
英
居
士
」
の
位
牌
の
裏
面
に
「
石
割
奉
行
尾
城
立
時

逝
」
と
い
う
文
言
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
幡
豆
で
名
古
屋
城
築
城
に
つ
い
て
初
め
て
見

つ
か
っ
た
文
字
史
料
で
、
釘
の
よ
う
な
先
端
が
尖
っ
た
も
の
で
、
刻
書
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
安
泰
寺
の
『
檀
那
牒
』
や
『
過
去
簿　

全
』
な
ど
か
ら
、
長
門
国
（
現
在
の
山
口
県
）
の
「
淡
屋
次
郎

衛
門
」
な
る
人
物
が
こ
の
位
牌
の
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
位
牌
は
総
高
六
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
法
名
や
没
年
月
日
は
通
常
の
陰
刻
だ
っ
た
が
、
裏
面
の
没
年
月
日
の
右
側
に
は
や
は
り
線

刻
で
「
西
山
極
」
と
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
文
意
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

沖
島
に
は
毛
利
に
属
す
る
刻
印
が
あ
る
が
、
毛
利
の
家
臣
を
調
べ
て
い
く
と
「
粟
屋
次
郎
右
衛
門
孝
春
」
な
る

人
物
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
粟
屋
次
郎
右
衛
門
孝
春
は
名
古
屋
城
の
普
請
に
加
わ
り
、
慶
長
一
五
年
五
月
四
日
に

亡
く
な
っ
て
い
る
。
普
請
の
最
中
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
り
、
何
ら
か
の
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
こ
の
前
後
の
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
、
前
日
の
慶
長
一
五
年
五
月
三
日
に
は
大
雨
で
木
曽
川
が
氾
濫

し
て
い
た
。
そ
の
詳
細
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
彼
の
死
が
こ
の
大
雨
と
関
係
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

だ
ろ
う
。

る
こ
と
に
気
付
く
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
幡
豆
で
切
り
出
さ
れ
た
石
が
、
海
を
介
し
て
名
古
屋
城
と
繋
が
る

歴
史
の
ロ
マ
ン
や
隠
さ
れ
た
謎
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
さ
ら
に
幡
豆
の
矢
穴
石

か
ら
わ
か
っ
て
き
た
新
た
な
歴
史
の
一
側
面
を
紹
介
し
、
幡
豆
に
お
け
る
海
の
文
化
遺
産
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。�

（
小
野
林
太
郎
・
伴
野
義
広
）

3
　
幡
豆
に
お
け
る
海
の
文
化
遺
産
と
そ
の
魅
力

前
節
で
は
、
幡
豆
に
分
布
す
る
矢
穴
石
の
詳
細
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
沿
岸
部
や
島
嶼
部
な
ど
で
採
石
さ
れ

た
矢
穴
石
は
、
船
を
使
っ
て
、
名
古
屋
城
に
運
ば
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

実
際
、
石
材
の
運
搬
に
は
船
あ
る
い
は
筏
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
潮
の
干
満
を
活
か
し
て
石
材

を
積
み
出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
城
築
城
の
際
に
は
約
三
〇
〇
〇
艘
の
石
船
が
建
造
さ
れ
、
主
な
採
石
地
で

あ
っ
た
伊
豆
半
島
と
江
戸
と
の
間
を
行
き
来
し
た
と
い
う
伝
承
も
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
運
搬
に
用
い
ら
れ
た

石
船
や
筏
の
詳
細
な
ど
に
関
し
て
記
さ
れ
た
当
時
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
船
体
遺
構
も
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
幡
豆
や
ほ
か
の
採
石
地
で
も
、
採
石
に
関
し
て
残
さ
れ
た
文
字
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
一
般

的
だ
。
採
石
の
際
に
は
、
地
元
の
人
や
船
な
ど
も
使
い
、
食
料
や
水
も
調
達
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、

そ
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
今
で
こ
そ
城
は
文
化
財
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
軍
事
に
直
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本
章
で
は
、
か
つ
て
『
幡
豆
町
史　

資
料
編
1
』（
二
〇
〇
八
）
に
加
藤
安
信
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
幡
豆
地
区

の
矢
穴
石
分
布
図
を
利
用
、あ
る
い
は
発
展
的
に
編
集
し
た
分
布
図
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
矢
穴
石
の
よ
う
に
、

世
界
遺
産
と
ま
で
は
い
か
な
い
身
近
な
地
域
の
文
化
遺
産
も
、丹
念
に
探
っ
て
い
く
と
多
く
の
謎
や
ミ
ス
テ
リ
ー
、

歴
史
ロ
マ
ン
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、
重
要
で
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
身
近
な
文
化
遺
産
を

ど
の
よ
う
に
保
護
し
て
い
く
か
を
考
え
る
時
、
ま
ず
大
事
な
の
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
、
こ
れ
ら
の
文
化

遺
産
に
興
味
を
持
ち
、
実
際
に
訪
ね
て
み
た
り
、
調
べ
て
み
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

幡
豆
地
区
の
場
合
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
さ
ら
な
る
情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
地
域
に
残
さ
れ
た
伝
承

を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
幡
豆
公
民
館
や
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
文
化
財
め
ぐ
り
や
、
民
話

め
ぐ
り
、
各
種
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
海
の
文
化
遺
産
を
取
り
入
れ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
矢
穴
石
に

少
し
で
も
興
味
を
持
つ
人
は
、
海
の
文
化
遺
産
を
訪
ね
る
そ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し

れ
な
い
。
ぜ
ひ
身
近
に
あ
る
海
の
文
化
遺
産
の
新
た
な
可
能
性
と
そ
の
魅
力
に
関
心
を
向
け
、
実
際
に
見
て
、
触

れ
、
自
ら
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

（
小
野
林
太
郎
・
伴
野
義
広
）

4
　
東
幡
豆
港
と
幡
豆
石

幡
豆
に
お
け
る
砕
石
と
運
輸
は
今
も
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
は
か
つ
て
の
矢
穴
石
の
よ

う
な
大
き
な
石
だ
け
で
な
く
、
建
設
資
材
と
し
て
の
細
か
な
石
も
重
要
な
産
品
で
あ
る
。
そ
の
石
は
陸
路
ト
ラ
ッ

こ
の
よ
う
に
「
淡
谷
次
郎
衛
門
」
と
「
粟
屋
次
郎
右
衛
門
」
と
い
う
名
前
の
若
干
の
違
い
や
没
日
が
一
日
違
う

点
、
そ
の
ほ
か
法
名
や
没
年
齢
も
違
っ
て
お
り
、
同
一
人
物
と
す
る
に
は
な
お
解
決
す
べ
き
問
題
は
あ
る
が
（
北

村 
二
〇
一
〇
）、
一
つ
の
発
見
が
ま
た
新
た
な
問
い
を
生
み
、
次
な
る
発
見
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
は
、
歴
史
を

紐
解
く
醍
醐
味
か
も
し
れ
な
い
。

石
船
に
関
す
る
問
題
も
含
め
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
築
城
の
歴
史
に
は
、
学
術
的
に
も
ま
だ
解
決
す
べ
き
謎
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
幡
豆
地
区
に
お
け
る
こ
れ
ら
多
く
の
矢
穴
石
が
、
八
貫
山
な
ど
陸

域
の
も
の
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
潮
間
帯
の
沿
岸
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
水
中
文
化
遺
産
の
定
義
に
し
た
が
っ
て
も
、
ま
た
日
本
の
水
中
考
古
学
や
海
洋
考
古
学
の
理

解
に
お
い
て
も
、
潮
間
帯
に
位
置
す
る
文
化
遺
産
は
水
中
文
化
遺
産
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
幡
豆
地
区

を
中
心
と
し
た
西
尾
市
に
は
、
歴
史
的
に
も
価
値
の
高
い
水
中
文
化
遺
産
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
矢
穴
石
が
語
る
過
去
の
歴
史
や
海
を
介
し
た
人
々
の
営
み
は
、
大
き
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
丹
念

に
歩
け
ば
、
さ
ら
な
る
発
見
の
可
能
性
も
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
だ
。

水
中
文
化
遺
産
の
中
で
も
、
主
に
潮
間
帯
に
位
置
す
る
文
化
遺
産
は
身
近
で
行
き
や
す
く
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
性

に
お
い
て
も
優
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ユ
ネ
ス
コ
を
中
心
に
世
界
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
「
海
底
遺
跡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
は
、
見
学
に
際
し
て
ス
キ
ュ
ー
バ
や
船
が
必
要
と
な
り
、
経
済
コ
ス
ト
や
時
間
の
か
か
る
も
の
が
少

な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
幡
豆
地
区
に
分
布
す
る
水
中
文
化
遺
産
の
多
く
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
が
で
き
な
く
て
も
、
徒
歩
で
見
学
や
実
見
が
で
き
る
。
こ
れ
も
幡
豆
に
お
け
る
海
の
文
化
遺
産
が
持
つ
大
き

な
魅
力
で
あ
ろ
う
。
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

堤
」
と
一
つ
の
「
中
央
防
波
堤
」
の
あ
わ
せ
て
三
つ
の
防
波
堤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
港
内
に
お
け
る
船
舶
交
通
の
安
全
及
び
港
内
の
整
と
ん
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
港
則
法
」

の
適
用
港
で
あ
り
、
中
柴
海
岸
南
端
と
寺
部
海
岸
南
端
と
を
結
ん
だ
線
が
港
則
法
に
定
め
る
港
界
（H

arbour 
Lim

it

）
で
あ
る
。

東
幡
豆
港
の
貨
物
取
扱
量
や
種
目
は
、
過
去
も
現
在
も
貨
物
の
取
扱
量
中
「
石
材
」
が
突
出
し
て
多
い
こ
と

が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
二
○
一
一
年
の
愛
知
県
港
湾
統
計
に
よ
る
と
、
東
幡
豆
港
の
貨
物
取
扱
総
量

二
二
八
・
九
ト
ン
中
、実
に
二
二
六
・
二
ト
ン
が
石
材
の
移
出
で
あ
り
、そ
の
割
合
は
約
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
上
っ

た
。
こ
れ
は
、
東
幡
豆
港
の
後
背
地
が
良
質
の
石
の
産
出
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
東
幡
豆
港
に
は

こ
れ
ら
の
石
材
を
船
積
み
す
る
た
め
の
専
用
ふ
頭
が
あ
る
が
、
山
中
で
切
り
出
さ
れ
た
石
材
は
ふ
頭
ま
で
運
搬
さ

れ
た
の
ち
、
船
積
み
さ
れ
て
目
的
地
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

貨
物
の
取
扱
量
や
取
扱
い
種
類
と
い
っ
た
港
勢
は
後
背
地
の
生
産
及
び
消
費
活
動
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
東
幡
豆
港
の
後
背
地
で
切
り
出
さ
れ
た
石
材
は
「
幡
豆
石
」
と
し
て
移
出
さ
れ
て
い
く
。

矢
穴
石
の
紹
介
で
も
触
れ
た
が
幡
豆
石
は
花
崗
岩
で
あ
り
、
硬
度
が
高
く
、
比
重
が
重
い
。
ま
た
断
面
は
凹
凸
に

富
む
こ
と
か
ら
摩
擦
力
が
大
き
く
、
安
定
度
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
幡
豆
の
地
形
や
陸
域
に
あ
る
採
石
場

と
時
代
背
景
が
、
こ
の
東
幡
豆
港
の
貨
物
取
扱
量
を
決
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ク
で
運
ば
れ
る
ほ
か
、
東
幡
豆
港
（
写
真
13
）
か
ら
船
で

運
ば
れ
る
。
東
幡
豆
港
は
、
港
湾
法
上
の
分
類
で
は
地
方

港
湾
に
当
た
り
、
港
湾
管
理
者
は
愛
知
県
で
あ
る
。
こ
の

港
の
港
湾
区
域
は
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
そ
の
中

で
「
中
柴
」、「
桑
畑
」
及
び
「
洲
崎
」
の
各
地
区
に
分
か

れ
て
い
る
。
港
湾
区
域
と
は
、
港
湾
管
理
者
が
港
湾
の
機

能
を
運
営
・
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
区
域
及
び
港
湾
管

理
者
が
管
理
す
る
区
域
の
こ
と
で
あ
り
、
東
幡
豆
港
の
港

湾
区
域
は
、
一
九
六
五
年
二
月
四
日
に
指
定
さ
れ
た
（
但

し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
貨
物
の
揚
げ
積
み
や
漁
獲
物
の

水
揚
げ
等
は
そ
れ
以
前
か
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
付
が

東
幡
豆
港
の
港
と
し
て
機
能
の
始
ま
り
を
表
す
も
の
で
は

な
い
）。
東
幡
豆
港
の
港
湾
区
域
は
指
定
以
来
港
湾
管
理

者
に
よ
る
整
備
が
続
け
ら
れ
、
現
在
で
は
主
に
国
内
貨
物

の
移
出
入
の
た
め
の
岸
壁
（
七
バ
ー
ス
）、
物
揚
げ
場
や

船
揚
げ
場
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
た
め
の
マ
リ
ー
ナ
等
が

整
備
さ
れ
、
港
の
使
用
目
的
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
港
の
静
穏
度
を
高
く
す
る
た
め
に
二
つ
の
「
南
防
波

写真 13　東幡豆港（出典：愛知県建設部港湾課 HP）
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第 1 部　海と人の関わり1　幡豆石と社会

港
は
、
最
初
の
築
港
工
事
が
完
了
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
完
成
形
と
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
機
能
の
強

化
や
入
港
船
型
の
大
型
化
等
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ど
ん
ど
ん
姿
を
変
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
常
に
波
浪
や

潮
流
に
さ
ら
さ
れ
る
防
波
堤
や
導
流
堤
、
埋
立
て
護
岸
等
の
施
設
は
継
続
的
に
改
修
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
幡
豆
石
は
、
伊
勢
湾
内
及
び
三
河
湾
内
の
大
小
多
数
の
港
湾
の
築
港
及
び
改
修
等
に
継
続
的
に
使

用
さ
れ
て
き
た
。
特
に
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
の
伊
勢
湾
台

風
の
来
襲
に
伴
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
伊
勢
湾
内
及
び
三
河
湾
内
の
港
湾
の
修
復
工
事
と
そ
の
後
の
防
災

対
策
工
事
に
お
い
て
は
、
東
幡
豆
港
か
ら
移
出
さ
れ
た
幡
豆
石
は
迅
速
か
つ
大
量
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
名
古
屋
港
内
及
び
近
辺
の
埋
立
地
の
埋
立
て
や
防

波
堤
の
建
設
、
中
部
国
際
空
港
の
空
港
島
の
埋
立
て
等
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
石
材
の
産
出
能
力
、
良
質
な
石
材
を
必
要
と
す
る
消
費
地
と
の
関
係
等
か
ら
み
て
東
幡
豆
港
の
立

地
は
特
に
優
れ
て
い
る
と
言
え
、
よ
っ
て
古
く
か
ら
石
材
の
移
出
を
主
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
近
年

で
は
石
材
専
用
ふ
頭
と
泊
地
の
拡
大
、
一
部
の
岸
壁
水
深
や
航
路
の
増
深
等
の
整
備
に
よ
り
受
入
れ
船
型
の
大
型

化
や
荷
役
可
能
量
の
増
大
が
図
ら
れ
、
そ
の
機
能
の
充
実
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。�

（
藤
原
千
尋
）

引
用
・
参
考
文
献

伴
野
義
広
（
二
〇
〇
七
）
第
一
章 

位
置
と
環
境 

第
一
節 

立
地
と
自
然
環
境
・
第
二
節 

歴
史
的
環
境
。
In
：
伴
野
義
広
・
原
田

幹
、
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
江
尻
遺
跡
―
―
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
携
帯
電
話
無
線
基
地
局
建
設
に
伴
う
発

掘
調
査
報
告
書
。
幡
豆
町
教
育
委
員
会
。

三
河
の
海
運
発
展
を
支
え
た
幡
豆
石

三
河
湾
内
や
伊
勢
湾
内
に
は
国
際
貿
易
の
拠
点
と
な
る
大
規
模
な
港
、
国
内
貨
物
を
専
門
に
取
扱
う
港
、
沿
岸

漁
業
の
漁
船
の
た
め
の
港
な
ど
大
小
数
多
く
の
港
が
存
在
し
、そ
れ
ら
の
築
港
工
事
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。

波
浪
や
潮
流
に
常
に
さ
ら
さ
れ
る
特
殊
な
環
境
の
中
、
捨
石
や
護
岸
に
は
安
定
度
の
高
い
石
が
大
量
に
必
要
と
な

る
。
そ
こ
で
、
工
事
現
場
か
ら
比
較
的
至
近
に
目
的
に
適
う
良
質
の
石
が
産
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
東

幡
豆
港
か
ら
三
河
湾
内
及
び
伊
勢
湾
内
へ
の
幡
豆
石
の
海
上
輸
送
が
発
展
し
て
い
っ
た
。
重
量
物
で
あ
る
幡
豆
石

を
、
港
湾
工
事
等
の
た
め
に
一
度
に
大
量
に
運
搬
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
近
距
離
で
あ
ろ
う
と
も
船
に
よ
る
海

上
輸
送
は
最
適
な
手
段
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
般
的
に
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
と
言
え
ば
あ
る
程
度
の
距
離
が
離
れ
た
状
況
を
想
像
し
が
ち
で
あ
る
が
、
大

型
の
内
航
船
で
も
そ
の
大
量
輸
送
能
力
を
発
揮
し
て
同
一
湾
内
、
同
一
港
内
及
び
隣
接
港
間
と
い
っ
た
極
近
距

離
の
輸
送
に
従
事
す
る
こ
と
は
多
い
。
他
港
で
は
、
同
一
港
内
の
製
油
所
か
ら
発
電
所
ま
で
燃
料
油
を
総
ト
ン
数

三
〇
〇
〇
ト
ン
の
タ
ン
カ
ー
で
三
時
間
に
満
た
な
い
航
海
で
運
ぶ
例
も
あ
る
。

一
方
で
東
幡
豆
港
発
の
幡
豆
石
の
海
上
輸
送
は
、
伊
勢
湾
内
及
び
三
河
湾
内
に
限
ら
ず
、
紀
伊
半
島
を
ま
わ
っ

て
近
畿
地
方
ま
で
、
ま
た
駿
河
湾
や
相
模
湾
、
遠
く
は
伊
豆
諸
島
ま
で
の
航
路
も
あ
る
。
伊
勢
湾
及
び
三
河
湾
内

相
互
港
間
で
あ
れ
ば
、
船
舶
安
全
法
上
「
平
水
」
資
格
の
船
で
航
海
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
湾
外
に
出
る
場
合

は
そ
の
航
行
区
域
に
あ
わ
せ
て
よ
り
厳
し
い
要
件
が
求
め
ら
れ
る
。
東
幡
豆
港
に
は
平
水
資
格
船
の
み
な
ら
ず
、

「
沿
海
」、「
近
海
」
又
は
「
限
定
近
海
」
の
資
格
を
持
っ
た
よ
り
広
い
区
域
を
航
行
で
き
る
船
舶
も
入
港
し
て
い
る
。
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Cultural H
eritage, pp. 683-697.

坂
上
憲
光
・
李 

銀
姫
・
山
田
吉
彦
・
川
崎
一
平
・
仁
木
将
人
・
小
野
林
太
郎
・
石
川
智
士
（
二
〇
一
四
）
石
垣
島
に
お
け
る
も

の
づ
く
り
を
通
し
た
海
洋
環
境
社
会
教
室
。
工
学
教
育
、
六
二
巻
三
号
、
四
七

－

五
二
頁
。

髙
田
祐
吉
（
一
九
九
九
）
名
古
屋
城
石
垣
の
刻
紋
。
続
・
名
古
屋
城
叢
書
2
、
名
古
屋
城
振
興
協
会
。

髙
田
祐
吉
（
二
〇
〇
一
）
名
古
屋
城
―
―
石
垣
刻
印
が
明
か
す
築
城
秘
話
。
文
化
財
叢
書
第
九
五
号
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
。

髙
田
祐
吉
（
二
〇
〇
六
）
石
垣
刻
印
が
語
る
も
の
。
In
：
東
海
道
の
城
下
町
展
Ⅱ
。
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
。

髙
田
祐
吉
・
加
藤
安
信
（
二
〇
一
三
）
名
古
屋
城
の
丁
場
割
と
石
垣
の
刻
印
。
In
：
新
修
名
古
屋
市
史　

資
料
編　

考
古
2
。

名
古
屋
市
。
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幡
豆
町
誌
編
集
委
員
会
（
一
九
五
八
）
愛
知
県
幡
豆
町
誌
。
幡
豆
町
。

伊
東
市
教
育
委
員
会
（
二
〇
一
〇
）
静
岡
県
伊
東
市
伊
豆
石
丁
場
遺
跡
確
認
調
査
報
告
書
。

岩
淵 

聡
（
二
〇
一
二
）
水
中
考
古
学
入
門
―
―
海
の
文
化
遺
産
。

柏
木
数
馬
・
小
野
林
太
郎
（
二
〇
一
一
）「
海
の
文
化
遺
産
総
合
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
う
二
〇
一
〇
年
度
東
海
地
方
調
査

報
告
―
静
岡
県
・
愛
知
県
・
和
歌
山
県
沿
岸
で
の
遺
跡
踏
査
、
聞
き
取
り
、
文
献
収
集
の
成
果
と
課
題
。
水
中
考
古
学
研
究
、

五
号
、
二
九

－

四
三
頁
。

加
藤
安
信
（
二
〇
〇
八
）
名
古
屋
城
石
垣
用
石
切
り
出
し
遺
跡　

八
貫
山
・
前
島
・
沖
島
他
の
矢
穴
石
。
In
：
幡
豆
町
史　

資

料
編
1　

原
始
・
古
代
・
中
世
。
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
。

北
村
和
宏
（
二
〇
一
〇
）
付　
「
石
割
奉
行
」
粟
屋
次
郎
衛
門
に
つ
い
て
。
In
：
幡
豆
町
史　

資
料
編
2　

近
世
。
愛
知
県
幡

豆
郡
幡
豆
町
。

松
下
悦
男
（
二
〇
〇
六
）
名
古
屋
城
の
築
城
と
石
の
切
り
出
し
。
In
：
蒲
郡
市
史　

本
文
編
2　

近
世
編
。
蒲
郡
市
。

南
西
諸
島
水
中
文
化
遺
産
研
究
会
編
／
片
桐
千
亜
紀
・
宮
城
弘
樹
・
渡
辺
美
季
著
（
二
〇
一
四
）
沖
縄
の
水
中
文
化
遺
産
―
―

海
に
沈
ん
だ
歴
史
の
カ
ケ
ラ
。
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
。

小
野
林
太
郎
（
二
〇
一
三
）
伊
豆
諸
島
（
二
〇
一
〇

－

二
〇
一
一
年
度
）
―
―
八
丈
島
、
伊
豆
大
島
、
初
島
、
神
津
島
、
新
島

を
中
心
に
。
四
七

－

五
七
頁
。
In
：
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所
編
、
水
中
文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
水
中
考
古

学
の
推
進
―
―
海
の
文
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書

－

太
平
洋
編

－

。
東
京
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
。

小
野
林
太
郎
（
二
〇
一
四
）
沖
縄
の
水
中
文
化
遺
産
と
「
海
底
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」、Ocean N

ew
sletter, 

三
三
三
号
、

四

－

五
頁
。

小
野
林
太
郎
・
片
桐
千
亜
紀
・
坂
上
憲
光
・
菅 
浩
伸
・
宮
城
弘
樹
・
山
本
祐
司
（
二
〇
一
三
）
八
重
山
に
お
け
る
水
中
文
化
遺

産
の
現
状
と
将
来
―
―
石
垣
島
・
屋
良
部
沖
海
底
遺
跡
を
中
心
に
。
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
、
二
二
号
、
二
〇

－

四
三
頁
。

O
no, R., H

. K
an, N

. Sakagam
i, M

. N
agano and C. K

atagiri (2014) First D
iscovery and M

apping of Early 
M

odern G
rapnel A

nchors in Ishigaki Island and C
ultural R

esource M
anagem

ent of U
nderw

ater 
C

ultural H
eritage in O

kinaw
a. In H

ans V
an T

ilburg, SilaT
ripati, V

eronica W
alker V

adillo, B
rian 

Fahy, and Jun K
im

ura (eds.) Proceedings of the 2nd A
sia-Pacific Regional Conference on U

nderw
ater 
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第 1部　海と人の関わり

2
　
港
と
沿
岸
環
境

1
　
東
幡
豆
港
の
変
遷

明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
幡
豆
石
の
海
上
輸
送
に
は
、
木
船
の
帆
船
「
団
平
船
」
が

活
躍
し
た
（
写
真
1
）。
団
平
船
は
石
材
の
み
な
ら
ず
常
滑
の
瓦
、
熊
野
の
木
材
、
大
阪
や
九
州
方
面
へ
の
雑
貨
の

運
搬
と
い
っ
た
よ
う
に
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
石
切
り
場
か
ら
搬
出
さ
れ
た
石
材
は
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
せ
ら
れ

て
港
ま
で
運
搬
さ
れ
、
岸
壁
に
設
置
さ
れ
た
ス
ロ
ー
プ
か
ら
船
倉
に
石
材
を
滑
ら
せ
て
団
平
船
に
船
積
み
さ
れ
て

い
た
。そ
の
た
め
岸
壁
に
は
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
や
ス
ロ
ー
プ
等
比
較
的
大
が
か
り
な
荷
役
設
備
が
備
わ
っ
て
お
り
、

多
数
の
作
業
員
が
荷
役
に
従
事
し
て
い
た
。

現
在
の
幡
豆
石
の
海
上
輸
送
に
は
、
主
に
「
ガ
ッ
ト
船
」
と
呼
ば
れ
る
、
本
船
に
ク
レ
ー
ン
を
搭
載
し
た
運
搬

船
が
活
躍
し
て
い
る
（
写
真
2
）。
ガ
ッ
ト
船
、
と
り
わ
け
東
幡
豆
港
に
入
港
し
て
荷
役
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ

の
用
途
は
石
材
の
運
搬
に
特
化
し
、
石
材
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
に
従
事
し
て
い
る
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
船
は
大
型

化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
団
平
船
が
ほ

ぼ
三
○
ト
ン
程
度
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
現
在
の
ガ
ッ
ト
船
は
総
ト
ン
数

三
〇
〇
ト
ン
か
ら
四
〇
〇
ト
ン
台
、

載
貨
重
量
ト
ン
一
千
ク
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
。

石
材
の
積
出
岸
壁
（
写
真
3
・
4
）

で
は
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
を
装
備
し

た
本
船
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ク
レ
ー

ン
が
野
積
み
さ
れ
た
石
材
を
つ
か
み

取
り
、
船
倉
へ
積
み
込
む
。
ふ
頭
へ

の
石
材
の
搬
入
は
、
ト
ロ
ッ
コ
に
代

わ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
岸
壁
に

は
大
が
か
り
な
荷
役
設
備
が
必
要
な

く
な
り
、
時
間
の
短
縮
化
、
省
人
化

も
図
ら
れ
て
よ
り
効
率
的
な
荷
役
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
過
去

写真 1　団平船の模型（幡豆町歴史民俗資
料館蔵。撮影：藤原）

写真 3　石材専用岸壁　ガット船の着岸場
所（撮影：藤原）

写真 2　東幡豆港に停泊するガット船「宝
永丸」（撮影：藤原）

写真 4　石材専用岸壁　岸壁上に野積みさ
れている幡豆石（撮影：藤原）

2　港と沿岸環境
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第 1部　海と人の関わり2　港と沿岸環境

の
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
や
ス
ロ
ー
プ
に
代
わ
っ
て
、
現
在
の
石
材
ふ
頭
に
は
、
予
備
の
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
と
、
砂
ぼ

こ
り
が
巻
き
上
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
を
浸
す
た
め
の
プ
ー
ル
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

か
つ
て
の
海
上
輸
送
は
、
積
み
下
ろ
し
か
ら
運
航
に
多
く
の
人
が
関
わ
り
、
船
舶
の
停
泊
時
間
も
長
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
定
期
的
な
運
航
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
の
相
手
の
土
地
の
文
化
が
流
入
し
て
来
た
り
、
そ
の
土
地
と
の

間
で
人
の
往
来
も
活
発
化
す
る
。
こ
の
幡
豆
に
お
い
て
も
船
で
荷
物
を
運
搬
し
て
い
た
熊
野
地
方
か
ら
嫁
い
で
こ

ら
れ
た
方
が
複
数
お
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
現
在
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
荷
役
の
効
率
化
に
よ
っ
て
短
時
間

の
停
泊
時
間
と
な
り
、
専
用
船
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
取
扱
い
貨
物
量
は
増
大
し
た
も
の
の
そ
の
往
来
が
一
方

通
行
と
な
っ
た
た
め
、
船
舶
を
通
じ
た
貨
物
以
外
の
や
り
取
り
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
港
の
利
用
の
変
化

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
、東
幡
豆
港
沖
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
前
島
と
、同
じ
く
一
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
沖
島
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
う
さ
ぎ
島
」、「
猿
が
島
」
と
し
て
、
ウ
サ
ギ
、
サ
ル
が
放
し
飼
い
に
さ

れ
観
光
地
と
な
っ
た
（
3
章
1
参
照
）。
そ
れ
に
伴
い
、
東
幡
豆
港
か
ら
は
こ
れ
ら
の
島
と
を
結
ぶ
観
光
船
が
発

着
し
た
。
蒲
郡
、
豊
橋
、
名
古
屋
を
は
じ
め
中
部
地
方
各
地
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、
東
幡
豆
港
と
そ
の
周
辺

は
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。
し
か
し
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
等
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
に
よ
っ
て
、「
う
さ
ぎ
島
」、「
猿

が
島
」
は
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
一
一
月
末
を
も
っ
て
閉
園
し
、
観
光
船
も
廃
止
さ
れ
た
。
現
在
、
潮
干
狩
り

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
観
光
船
に
代
わ
っ
て
漁
協
に
よ
り
前
島
及
び
沖
島
へ
渡
船
が
運
航
さ
れ
（
写
真
5
）、
潮
干
狩

り
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
に
は
、
洲
崎
地
区
に
マ
リ
ー
ナ
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
マ
リ
ー
ナ
は
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
駐
艇
数
は
百
六
〇
隻
ほ
ど
で
そ

の
数
は
微
減
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
東
海
地
方
有
数
の
規
模
を
誇
る
マ
リ
ー
ナ
で
あ
る
。
開
設
以
来
、
駐

艇
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
の
オ
ー
ナ
ー
は
愛
知
県
内
の
方
が
多
い
が
、
静
岡
、
岐
阜
、
長
野
の
方
も
お
ら

れ
、
比
較
的
遠
距
離
か
ら
も
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
た
め
幡
豆
に
訪
れ
、
東
幡
豆
港
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

港
は
、
そ
の
時
代
に
応
じ
て
入
港
す
る
船
舶
、
港
の
姿
、
そ
し
て
港
の
使
わ
れ
方
が
常
に
変
化
す
る
。
そ
し
て

港
の
変
化
は
、
後
背
の
街
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
港
が
結
節
点
と
な
り
、
海
と
街
が
密
接
に
つ
な
が
っ
て

変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
幡
豆
に
お
い
て
も
貨
物
の
運
搬
や
荷
役
に
従

事
す
る
者
、
観
光
目
的
で
訪
れ
る
者
、
石
材
運
搬
船
が
所
属
す
る
海
運
会

社
、
漁
業
関
係
者
等
、
こ
れ
ら
は
み
な
港
の
姿
の
変
化
と
同
じ
く
し
て
そ

の
姿
を
変
え
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
東
幡
豆
港
は
時
代
の
流
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
常
に
変
化
を
重
ね
、
そ
し
て
そ
の
後
背
地
で
あ
る
幡
豆
も
そ
れ

に
対
応
す
る
べ
く
変
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。�

（
藤
原
千
尋
）

写真 5　沖島と前島への渡船乗り場（撮影：
藤原）
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第 1部　海と人の関わり2　港と沿岸環境

2　

幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟

幡
豆
の
海
を
訪
れ
た
人
は
、
前
島
の
前
面
に
広
が
る
ト
ン
ボ
ロ
現
象
に
よ
っ
て
姿
を
現
し
た
干
潟
（
写
真
6
）

に
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
潮
が
引
く
と
現
れ
る
干
潟
、
そ
し
て
、
徐
々
に
満
ち
て
い
く
潮
が
さ

ざ
波
と
な
っ
て
干
潟
を
覆
い
隠
し
て
い
く
様
は
、
私
た
ち
に
自
然
の
不
思
議
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ト
ン
ボ
ロ

現
象
と
は
、
こ
の
よ
う
に
満
潮
位
で
あ
れ
ば
水
没
し
て
い
る
が
、
干
潮
位
に
な
る
と
水
没
し
て
い
た
地
形
が
現
れ
、

ま
る
で
橋
の
よ
う
に
島
と
陸
地
と
を
繋
ぐ
現
象
の
こ
と
を
い
う
。
ト
ン
ボ
ロ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
り
、
日
本
語
で

は
陸り

く

繫け
い

砂さ

州す

と
言
わ
れ
る
。
ト
ン
ボ
ロ
が
で
き
陸
地
と
繋
が
っ
た
島
の
こ
と
は
陸
繋
島
と
呼
ば
れ
、
夜
景
の
美
し

い
函
館
山
が
有
名
で
あ
る
。
ト
ン
ボ
ロ
す
な
わ
ち
陸
繋
砂
州
は
、
島
と
陸
と
を
繋
い
だ
満
潮
時
で
も
水
没
し
な
い

砂
州
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
幡
豆
の
前
島
の
前
に
広
が
る
干
潟
は
地
形
学
的
に
は
ト
ン
ボ
ロ
で
は
な
い
が
、
ト
ン

ボ
ロ
現
象
に
よ
り
現
れ
る
干
潟
の
た
め
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
る
。

海
岸
で
の
波
や
流
れ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
砂
を
漂

ひ
ょ
う

砂さ

と
い
い
、
こ
の
漂
砂
が
堆
積
す
る
こ
と
で
砂さ

嘴し

や
砂さ

州す

が

形
成
さ
れ
る
。
島
は
、
沖
合
か
ら
や
っ
て
く
る
波
の
侵
入
を
防
ぐ
の
で
、
島
の
両
側
か
ら
回
り
込
ん
だ
波
は
、
島

の
陸
側
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
流
れ
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
漂
砂
や
礫
が
堆
積
す
る
。
そ
の
た
め
に
陸
地
側
に

砂
州
が
発
達
す
る
。
砂
州
形
成
の
初
期
に
は
舌
状
に
飛
び
出
し
た
形
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
発
達
す
る
と
陸
と
を
繋

ぐ
陸
繋
砂
州
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
高
潮
や
津
波
の
防
災
対
策
と
し
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
よ
う
な
人

写真 6　トンボロ干潟（撮影：李）

工
的
な
構
造
物
の
周
り
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
る
。
砂

浜
海
岸
の
侵
食
対
策
と
し
て
、
海
岸
線
か
ら
離
れ
た
沖

側
に
海
岸
線
に
平
行
に
作
ら
れ
る
漂
砂
制
御
の
た
め
の

堤
防
で
あ
る
離
岸
堤
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
側
に
舌
状

の
砂
州
が
発
達
し
、や
が
て
ト
ン
ボ
ロ
が
形
成
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
前
島
の
地
理
的
な
状
況
を
み
て
、
漂
砂
に

よ
っ
て
長
い
年
月
を
か
け
て
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
が
作
ら
れ

た
と
想
像
し
て
い
た
。
し
か
し
、
東
幡
豆
漁
業
協
同

組
合
の
石
川
組
合
長
の
話
で
は
、
か
つ
て
あ
っ
た
地

震
に
よ
る
海
底
隆
起
が
現
在
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
形

成
要
因
で
あ
る
と
い
う
。
地
形
変
化
を
伴
う
よ
う
な

大
き
な
地
震
と
な
る
と
、
三
河
地
域
で
は
昭
和
一
九

（
一
九
四
四
）
年
一
二
月
七
日
に
東
南
海
地
震
が
、
昭

和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
月
一
三
日
に
三
河
地
震
が

発
生
し
て
い
る
。
特
に
、
内
陸
直
下
型
の
地
震
で
あ
る

三
河
地
震
は
、
震
源
地
に
近
い
旧
幡
豆
郡
で
の
被
害
が

甚
大
で
あ
り
、死
者
は
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る（
木

股
ほ
か 

二
〇
〇
五
）。
三
河
地
震
は
深ふ
こ
う
ず溝
断
層
と
呼
ば
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れ
る
活
断
層
の
活
動
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
。
深
溝
断
層
は
、
三
河
湾
内
の
形
原
地
区
か
ら
北
へ
と
延
び
、
三
ヶ

根
山
の
東
側
を
通
っ
た
後
、
湾
曲
し
三
ヶ
根
山
の
北
側
を
西
へ
と
つ
づ
き
、
吉
良
地
区
か
ら
再
び
北
上
し
西
尾
市

へ
と
延
び
て
い
る
。
こ
の
断
層
の
西
側
が
隆
起
す
る
よ
う
に
動
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
の
隆
起

に
よ
り
現
れ
た
断
層
は
い
ま
も
残
っ
て
い
る
。
断
層
の
中
央
に
位
置
す
る
幸
田
町
深
溝
に
あ
る
最
大
落
差
約
一
・

五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
水
平
変
位
約
一
メ
ー
ト
ル
の
ズ
レ
は
、
愛
知
県
の
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

両
地
震
と
も
戦
時
中
に
発
生
し
た
た
め
あ
ま
り
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
被
災
者
の
記
憶
か
ら
掘
り
起
こ
し

た
三
河
地
震
に
関
す
る
調
査
記
録
に
よ
れ
ば
、「
形
原
地
区
か
ら
西
方
の
海
底
が
隆
起
。
特
に
形
原
港
で
は
最
高

一
・
四
メ
ー
ト
ル
も
せ
り
上
が
り
、
水
深
の
浅
い
と
こ
ろ
に
つ
な
が
れ
た
漁
船
が
、
身
動
き
取
れ
な
く
な
っ
た
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
（
中
日
新
聞
社
会
部 

一
九
八
三
）。
ま
た
、東
南
海
地
震
に
関
し
て
も
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）

年
の
民
衆
時
報
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
震
の
た
め
に
幡
豆
町
の
鳥
羽
、
西
幡
豆
、
桑
畑
、
寺
部
、
中
柴
、
州
崎
の

六
港
は
海
底
が
三
尺
（
約
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
）
盛
り
上
が
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
幡
豆
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

二
〇
〇
九
）。

地
震
等
に
よ
る
海
底
地
形
の
変
化
や
人
工
構
造
物
の
建
造
が
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
形
成
に
影
響
を
あ
た
え
る
こ

と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
世
界
遺
産
と
し
て
も
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
ト
ン
ボ
ロ
現

象
に
よ
り
現
れ
る
干
潟
は
、
一
八
七
七
年
に
対
岸
と
を
繋
ぐ
堤
防
道
路
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
波
や
流
れ
の
変

化
が
漂
砂
環
境
に
影
響
を
与
え
、
陸
地
化
が
進
行
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
か
つ
て
の
状
態
を
取
り
戻
す
た
め
、

堤
防
道
路
は
取
り
壊
さ
れ
、
潮
流
に
影
響
の
少
な
い
新
た
な
橋
へ
と
掛
け
替
え
ら
れ
て
い
る
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
形
成
要
因
は
様
々
で
あ
る
が
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
島
の
形
と
陸
か

ら
の
距
離
、
沖
か
ら
の
波
の
向
き
や
陸
域
か
ら
の
砂
の
供
給
な
ど
、
様
々
な
自
然
現
象
の
偶
然
と
も
い
え
る
組
み

合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
島
と
砂
州
が
織
り
な
す
多
様
な
環
境
（
転
石
帯
、
潮
間
帯
、
干
潟
、
窪
地
な
ど
）

は
、
多
く
の
生
物
に
生
息
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
東
幡
豆
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
こ
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
と
そ
の

生
態
系
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
波
消
し
の
た
め
に
幡
豆
石
に
よ
る
石
積
み
の
防
波
堤

を
建
設
す
る
な
ど
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
湾
口
が
南
西
に
開
い
た
三
河
湾
で
は
、

南
西
か
ら
の
波
の
発
生
頻
度
が
高
い
た
め
、
港
の
前
面
に
建
設
さ
れ
た
防
波
堤
に
反
射
さ
れ
た
波
に
よ
っ
て
干
潟

の
地
形
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
で
あ
る
。
ま
た
、貝
類
の
増
殖
の
た
め
に
、干
潟
を
耕こ

う

耘う
ん

し
て
い
る
（
口

絵
11
）。
今
私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
る
東
幡
豆
の
美
し
い
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
は
、
自
然
が
作
り
出
し
、
人
の
手
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
る
地
域
の
資
源
な
の
で
あ
る
。�

（
仁
木
将
人
）

参
考
・
引
用
文
献

愛
知
県
統
計
年
鑑
（
平
成
九
年
度
刊
か
ら
平
成
二
七
年
度
刊
ま
で
）。

中
日
新
聞
社
会
部
編
（
一
九
八
三
）
恐
怖
の
M‌

8　

東
南
海
、
三
河
大
地
震
の
真
相
。
中
日
新
聞
本
社
。

幡
豆
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
（
二
〇
〇
九
）
幡
豆
町
史　

資
料
編
3　

近
代
・
現
代
。
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
。

木
股
文
昭
・
林 

能
成
・
木
村
玲
欧
（
二
〇
〇
五
）
三
河
地
震
六
〇
年
目
の
真
実
。
中
日
新
聞
社
。
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3
　
漁
業
と
水
産
資
源

1
　
幡
豆
の
漁
業
今
昔

幡
豆
の
干
潟
を
歩
く
と
、
貝
や
カ
ニ
な
ど
様
々
な
生
き
物
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
砂
浜
を
少
し

掘
れ
ば
、
す
ぐ
に
ア
サ
リ
や
カ
ガ
ミ
ガ
イ
な
ど
、
豊
富
な
漁
業
資
源
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
幡
豆
を
は
じ
め

三
河
湾
沿
岸
に
は
多
数
の
遺
跡
や
集
落
跡
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
土
地
に
お
け
る
当
時
の
暮
ら
し
も
、
豊
富
な
海

産
資
源
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
今
も
昔
も
、
海
が
私
た
ち
に
沢
山
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
気
持
ち
に
な
る
。

か
つ
て
は
日
本
の
す
べ
て
の
沿
岸
域
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
資
源
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
多
く
の
地
域
が
護
岸
工
事
や
埋
め
立
て
の
影
響
に
よ
っ
て
沿
岸
環
境
を
破
壊
さ
れ
、
近
海
の
漁
業
資

源
の
状
態
は
芳
し
く
な
い
。
幡
豆
の
海
に
こ
れ
だ
け
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、

こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々
が
海
を
大
切
に
思
い
、
海
と
共
に
生
き
て
き
た
お
か
げ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
幡
豆
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
海
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
か
を
、
漁
業
の
変
化
を
基
に
整
理
し
、

そ
の
変
遷
と
社
会
変
化
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
の
人
と
自
然
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

幡
豆
の
知
恵
に
学
ん
で
み
た
い
。

打
瀬
漁
法
―
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
―

伝
統
的
な
三
河
湾
の
漁
業
と
し
て
は
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
打
瀬
漁
法
が
有
名
で
あ
ろ
う
。

打
瀬
漁
法
に
は
、
帆
に
風
を
受
け
る
帆
打
船
と
、
水
中
に
帆
を
張
り
潮
流
を
利
用
す
る
潮
打
船
が
あ
る
。
ど
ち
ら

も
風
や
潮
流
を
利
用
し
て
、
船
を
風
下
へ
と
流
し
（
打
た
せ
）
な
が
ら
網
を
曳
く
、
伝
統
的
な
底そ

こ

曳び
き

網
漁
法
で
あ

る
。
こ
の
打
瀬
漁
法
に
使
わ
れ
る

打
瀬
船
は
、
幡
豆
を
含
む
三
河
湾

奥
部
で
蒲
郡
を
中
心
に
つ
く
ら

れ
て
い
た
と
さ
れ
、「
愛
知
県
船
」

と
の
異
名
を
持
つ
（
図
1
・
写
真

1
）。
昭
和
三
〇
年
代
に
エ
ン
ジ

ン
付
き
の
機
船
が
普
及
す
る
ま

で
は
、
こ
の
打
瀬
船
と
打
瀬
漁
法

は
沿
岸
の
引
網
漁
業
の
中
心
的

な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
え

図 1　打瀬船の絵（西尾市幡豆歴史民俗資
料館資料をもとに作成）

写真 1 打瀬船模型（西尾市幡豆歴史民俗
資料館資料より）

3　漁業と水産資源
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る
だ
ろ
う
。
打
瀬
漁
法
が
あ
ま
り
に
漁
獲
効
率
が
高
か
っ
た
た
め
に
、
競
合
す
る
沿
岸
漁
業
者
の
間
で
打
瀬
網
排

斥
運
動
が
お
こ
り
、
明
治
一
九
～
二
九
（
一
八
八
六
〜
九
六
）
年
に
は
、
沿
岸
漁
民
と
打
瀬
漁
業
者
双
方
か
ら
死

者
が
出
た
、
近
代
漁
業
で
最
悪
と
さ
れ
る
三
州
打
瀬
網
事
件
（
騒
動
）
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
打
瀬
船
は
、

沖
合
・
海
外
へ
と
活
躍
の
場
を
移
し
、
朝
鮮
半
島
ま
で
伝
播
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
霞
ヶ
浦
な
ど
で
観
光
船
と

し
て
打
瀬
漁
が
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
実
際
に
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
地
の
高
い
造
船
技
術
と
潮

を
見
る
操
船
技
術
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
な
ら
な
い
。

埋
め
立
て
と
地
域
振
興
―
大
正
末
期
か
ら
昭
和
一
五
年
頃
ま
で
―

自
然
を
大
切
に
し
て
き
た
幡
豆
の
暮
ら
し
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
打
瀬
船
な
ど
新
技
術
の
導
入
や
地
域
開
発
に

対
す
る
積
極
性
を
、
鉄
道
の
敷
設
や
埋
め
立
て
に
よ
る
宅
地
と
農
地
造
成
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
蒲

郡
駅
か
ら
吉
良
吉
田
駅
ま
で
の
風
光
明
媚
な
沿
岸
を
結
ん
で
い
る
名
鉄
蒲
郡
線
で
あ
る
が
、
そ
の
前
身
で
あ
る
三

河
鉄
道
の
敷
設
許
可
が
出
た
の
は
、大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
敷
設
に
関
し
て
は
、

当
時
の
村
議
会
に
お
い
て
寄
付
や
用
地
買
収
へ
の
協
力
が
決
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
村
を
挙
げ
て
の
積
極

的
な
地
域
振
興
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
三
河
鉄
道
は
そ
の
後
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に

三
河
鳥
羽
駅
―
蒲
郡
駅
間
が
開
通
し
、
全
通
し
た
。
ま
た
、
山
裾
や
丘
陵
が
海
岸
線
ま
で
張
り
出
し
て
い
る
幡
豆

で
は
宅
地
や
農
地
が
狭
く
、
昭
和
五
年
か
ら
昭
和
一
五
年
頃
に
か
け
て
、
港
湾
整
備
と
と
も
に
地
先
の
埋
め
立
て

が
進
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
、
一
色
と
幡
豆
の
漁
民
が
、
大
規
模
な
機
船
底
曳
網
の

禁
止
に
反
対
運
動
を
行
っ
た
こ
と
が
幡
豆
町
史
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
漁
業
が
重
要
な
産
業
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
確
な
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
現
在
も
豊
富
な
水
産
資
源
が
残
っ
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
当
時
の
埋
め
立
て
の
漁
業
資
源
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
規
模
な
埋
め
立
て
は
主
に
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
か
ら
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
の
一
〇
年
間
に
実
施
さ
れ

た
。
幡
豆
の
主
な
港
の
整
備
も
こ
の
頃
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
か
ら
の
三
年
間

に
起
き
た
東
南
海
地
震
（
震
度
六
弱
）、
三
河
地
震
（
震
度
六
）、
昭
和
南
海
地
震
（
震
度
六
）
に
よ
っ
て
、
幡
豆
、

鳥
羽
、
桑
畑
、
寺
部
、
中
柴
、
洲
崎
の
六
つ
の
港
で
は
、
海
底
が
三
尺
隆
起
し
、
海
運
や
漁
業
に
被
害
が
出
た
こ

と
が
、
幡
豆
町
史
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
底
隆
起
へ
の
対
応
と
し
て
の
港
浚
渫
工
事
に
伴
う
埋
め
立

て
は
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
時
に
湾
岸
道
路
の
建
設
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
東
幡
豆

漁
協
の
現
在
の
市
場
周
辺
も
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
埋
め
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
実
施
さ
れ

た
鉄
道
建
設
や
湾
岸
道
路
の
建
設
は
、
そ
の
後
の
幡
豆
の
観
光
開
発
に
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
禍
を

福
と
な
し
た
見
事
な
対
応
に
は
、
頭
が
下
が
る
。

漁
業
資
源
の
悪
化
と
減
船
―
昭
和
二
〇
年
か
ら
昭
和
二
七
年
―

魚
市
場
周
辺
の
埋
め
立
て
に
先
立
ち
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
、
東
幡
豆
で
は
魚
市
場
協
会
が
設
立
さ

れ
た
。
当
時
の
漁
業
は
、
小
型
底
曳
網
、
刺
し
網
、
小
型
定
置
（
角
建
て
網
）
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
五

年
か
ら
は
、
洲
崎
、
中
柴
、
桑
畑
で
地
曳
網
漁
が
開
始
さ
れ
た
（
幡
豆
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

二
〇
〇
九
）。
地
曳

網
で
も
商
業
的
な
漁
獲
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
幡
豆
の
沿
岸
資
源
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
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る
。
ま
た
、
当
時
は
漁
網
会
社
や
農
業
と
の
兼
業
で
小
型
漁
業
や
海
苔
養
殖
を
行
う
世
帯
も
多
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
漁
網
の
大
量
注
文
が
来
た
こ
と
や
、
朝
鮮
動
乱
の
影
響
で
全
国
的
に
海
苔
の
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
漁
業
関
係
者
の
生
活
が
向
上
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
で
、
翌
年
（
昭
和
二
六
年
）
に
は
、
三

河
海
域
漁
業
調
査
委
員
会
に
て
、
幡
豆
郡
の
海
面
を
吉
田
以
西
、
平
坂
、
宮
崎
、
幡
豆
、
佐
久
島
周
辺
の
五
つ
に

分
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
三
河
湾
全
体
と
し
て
漁
業
資
源
悪
化
へ
の
懸
念
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
の

は
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
、
小
型
汽
船
整
備
計
画
が
実
施
さ
れ
、
愛
知
県
全
体

で
七
〇
艇
、
幡
豆
郡
一
色
で
三
艇
、
佐
久
島
で
二
艇
の
減
船
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
幡
豆
の
海
に
は
、
減
船
の
対

象
と
な
っ
た
小
型
底
引
き
網
漁
船
五
艇
が
漁
礁
と
し
て
海
に
沈
め
ら
れ
、
ク
ロ
ダ
イ
や
ナ
マ
コ
の
好
漁
場
と
な
っ

た
と
の
記
録
が
あ
る
（
幡
豆
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

二
〇
〇
九
）。

観
光
開
発
―
昭
和
二
四
年
か
ら
昭
和
四
七
年
―

東
幡
豆
の
海
岸
が
良
好
な
海
水
浴
場
で
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
二
年
に
現
在
の
中
日
新
聞
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る

新
愛
知
が
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
で
本
格
的
な
海
水
浴
産
業
が
展
開
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
三
河
鉄
道

の
開
通
と
湾
岸
道
路
整
備
が
済
み
、
昭
和
一
九
年
か
ら
引
き
続
い
て
起
き
た
地
震
に
よ
る
海
底
隆
起
で
ト
ン
ボ
ロ

干
潟
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
だ
と
思
わ
れ
る
（
2
章
2
参
照
の
こ
と
）。
昭
和
一
一
年
に
開
通
し

て
い
た
三
河
鉄
道
は
、
昭
和
二
四
年
か
ら
東
幡
豆
・
宮
崎
海
岸
へ
の
海
水
浴
客
誘
致
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
を
掲
載
し
、

東
幡
豆
駅
前
に
駐
車
場
や
無
料
休
憩
所
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
が
観
光
業
と
し
て
栄
え
る
素
地
は
、
や
は

り
多
様
な
沿
岸
環
境
と
そ
こ
に
生
息
す
る
豊
富
な
生
物
資
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
を
裏

付
け
る
よ
う
に
、
昭
和
二
七
年
に
は
、
愛
知
学
芸
大
学
が
幡
豆
の
幡
青
学

院
内
に
生
物
学
研
究
所
を
設
置
し
、
教
育
研
究
活
動
の
場
と
し
て
活
用
を

行
っ
て
い
た
。

昭
和
二
六
年
に
は
、
前
島
ま
で
架
橋
し
て
道
を
作
り
、
観
光
開
発
を
促

進
し
た
い
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
が
、当
時
の
漁
業
関
係
の
好
景
気
か
ら
、

こ
の
話
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
い
り
、

海
苔
の
不
作
や
漁
船
の
老
朽
化
、
後
継
者
問
題
な
ど
が
表
面
化
し
、
漁
業

に
よ
る
地
域
振
興
に
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
で
、
三
ヶ
根
山

が
国
定
公
園
候
補
と
な
る
と
、
大
規
模
な
観
光
開
発
へ
の
期
待
が
高
く

な
っ
た
。
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
は
前
島
と
沖
島
の
観
光
開
発
が

本
格
化
し
、
前
島
に
ウ
サ
ギ
、
沖
島
に
サ
ル
が
放
し
飼
い
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
前
島
は
「
う
さ
ぎ
島
」、
沖
島
は
「
猿
が
島
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
（
写
真
2
）。
東
幡
豆
の
港
か
ら
う
さ
ぎ
島
や
猿
が
島
へ
渡
る
連
絡

船
も
運
航
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
写
真
3
）。
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年

の
町
報
六
九
に
は
、「
観
光
開
発
は
、
我
々
の
生
命
、
三
ヶ
根
山
を
中
心

と
し
た
大
規
模
な
観
光
開
発
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
町
長
の
宣
言
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
幡
豆
の
観
光
開
発
は
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
四
）
年
の
愛

知
こ
ど
も
の
国
の
開
園
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年

写真 2　うさぎ島の観光風景（『幡豆町史』
より）

写真 3　うさぎ島・猿が島の観光船（『幡
豆町史』より）
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に
は
、「
幡
豆
町
の
自
然
」（
地
質
編
と
植
物
編
）
が
発
行
さ
れ
る
。
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
に
は
、
寺
部
海

岸
も
海
水
浴
場
の
指
定
を
受
け
る
が
、
そ
の
後
海
水
浴
や
観
光
産
業
は
衰
退
し
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
は
、

う
さ
ぎ
島
・
猿
が
島
へ
の
連
絡
船
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
た
ウ
サ
ギ
や
サ
ル
は
、

動
物
園
な
ど
に
引
き
取
ら
れ
た
。

東
幡
豆
の
海
岸
は
、
現
在
は
海
水
浴
場
と
し
て
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
潮
干
狩
り
な
ど
観
光
産
業
は
盛
ん

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
光
開
発
は
高
度
経
済
成
長
期
に
合
わ
せ
て
展
開
さ
れ
た
地
域
が
多
い
な
か
、
幡
豆
で
は

昭
和
初
期
か
ら
す
で
に
観
光
開
発
が
地
域
振
興
の
視
野
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
地
域
の
大
き
な
特
徴

と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
村
の
知
恵
や
、
身
の
回
り
の
自
然
の
価
値
を
古
く
か
ら

住
民
が
認
め
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
。
特
に
、
観
光
開
発
が
漁
業
の
隆
盛
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と

は
、
こ
の
地
域
が
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
色
濃
く
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

漁
業
の
変
化
―
昭
和
四
七
年
か
ら
現
在
―

昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
以
降
の
幡
豆
地
区
の
人
口
は
、
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
前
後
で
あ
り
、
こ
の
四
〇

年
間
大
き
な
変
動
は
な
い
（
図
2
）。
漁
協
組
合
員
は
二
〇
一
二
年
度
現
在
、
組
合
員
数
が
一
九
六
名
（
う
ち
正
組

合
員
七
二
名
、
准
組
合
員
一
二
四
名
）
で
あ
り
、
組
合
員
数
に
も
大
き
な
変
動
は
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
五
四

（
一
九
七
九
）
年
ま
で
は
、
正
組
合
員
が
お
よ
そ
一
四
〇
名
で
准
組
合
員
が
七
〇
名
前
後
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

五
五
年
以
降
は
、
正
組
合
員
が
七
〇
か
ら
九
〇
人
に
対
し
て
、
准
組
合
員
が
一
三
〇
名
前
後
と
、
比
率
は
逆
転
し

て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
五
四
年
の
台
風
二
〇
号
に
よ
る
漁
船
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
、
正
組
合
員
か
ら
准
組
合

正
・
準
組
合
員
数
（
人
）

幡
豆
の
人
口
（
千
人
）

1972
西暦（年）

76 80 85 89 93 97 2001 06 10
0 0

3

6

9

12

15

50

100

150

200

250

幡豆の人口

正組合員数

準組合員数

図 2　幡豆の人口と東幡豆漁協の組合員数の推移
（東幡豆漁協業務報告書より作成）

員
に
変
更
し
た
人
が
多
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
、
沖
合
で
大
型
の
船
を
用

い
る
操
業
か
ら
、
沿
岸
で
の
ア
サ
リ
漁
へ
と
漁
業
の
形
態

が
変
化
し
て
き
た
こ
と
も
、
准
組
合
員
の
割
合
が
増
加
し

た
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

東
幡
豆
漁
協
の
年
報
に
よ
る
登
録
漁
船
数
は
、

二
〇
一
一
年
現
在
で
合
計
九
八
艙
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳

は
、
貝
類
や
海
藻
の
採
集
に
用
い
る
小
型
船
が
四
九
艙
、

小
型
刺
網
船
が
一
六
艙
、
定
置
網
用
の
小
型
船
が
三
艙
、

底
曳
網
船
が
一
四
艙
、
そ
の
他
の
小
型
船
が
二
艙
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
に
入
っ
て
貝
類
や
海
藻
な
ど
の
採
集
に
用

い
る
小
型
漁
船
数
が
急
増
し
た
時
期
が
あ
る
が
、
平
成

六
（
一
九
九
四
）
年
の
八
〇
艙
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
は
減

少
傾
向
に
あ
る
（
図
3
）。
底
曳
網
船
は
、
五
ト
ン
未
満
、

一
〇
ト
ン
未
満
、
一
五
ト
ン
未
満
の
い
ず
れ
も
減
少
傾
向

に
あ
り
（
図
4
）、
経
営
体
数
も
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）

年
の
三
四
か
ら
一
貫
し
て
減
少
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は

一
三
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
漁
船
数
は
、
こ
の
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船 

数
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西暦（年）
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底曳　15 トン未満

底曳　5トン未満

底曳　10 トン未満

図 4　東幡豆漁協の底曳網船数の推移
（東幡豆漁協業務報告書より作成）

三
〇
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
漁
船
数
の
減
少
は
、

船
の
老
朽
化
と
後
継
者
問
題
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
東
幡
豆
地
区
の
高
齢
化
率
は
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
に
現
西
尾
市
内
の
地
域
で
ト
ッ
プ
と

な
り
、
現
在
は
約
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
観
光
と
漁
業
と
の
は
ざ
ま
で
開
発
の
あ
り

方
が
揺
れ
て
き
た
幡
豆
地
区
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
船

の
老
朽
化
と
後
継
者
問
題
へ
の
対
応
が
、
漁
業
と
町
の

あ
り
方
に
関
し
て
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

東
幡
豆
漁
協
に
お
け
る
平
均
水
揚
げ
量
（
二
〇
〇
〇

〜
二
〇
一
二
年
）
は
五
九
三
ト
ン
で
あ
り
、
毎
年
変
動

し
な
が
ら
も
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、
ア
サ
リ

漁
業
と
潮
干
狩
り
に
よ
る
収
入
が
、
そ
の
重
要
性
を
増

し
て
き
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
漁
協
の
鮮
魚
受
託
販

売
収
入
と
貝
類
売
上
額
お
よ
び
潮
干
狩
り
入
場
料
収

入
を
比
べ
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
（
図
5
）。
鮮
魚
の
受

託
販
売
収
入
は
一
九
九
二
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
き

て
い
る
が
、
貝
類
売
上
と
潮
干
狩
り
入
場
料
収
入
は
、

金
額
（
億
円
）

1971
西暦（年）

75 79 83 88 92 96 042000 09
0

1

2

3

4

5

鮮魚受託販売収入

貝類売上

潮干狩り入場料収入

図 5　東幡豆漁協の主な売上額の推移
（東幡豆漁協業務報告書より作成）
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図 3　東幡豆漁協の漁船数の変化
（東幡豆漁協業務報告書より作成）
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一
九
八
〇
年
代
以
降
、
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
現
在
は
、
ま
だ
小
型

底
曳
網
漁
が
鮮
魚
取
引
額
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
も
の

の
、
今
後
、
漁
船
の
老
朽
化
が
進
む
中
で
は
、
貝
類
漁
業
と
干
潟
や
沿
岸

の
観
光
産
業
は
、
ま
ず
ま
す
重
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
に
、
他

で
は
な
い
幡
豆
な
ら
で
は
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
利
用
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
ヒ
ン
ト
は
、環
境
教
育
に
あ
る
と
思
う
。

ア
サ
リ
漁
か
ら
未
来
へ
―
平
成
以
降
―

今
は
、
幡
豆
の
漁
業
と
言
え
ば
ア
サ
リ
漁
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
サ

リ
漁
や
潮
干
狩
り
が
主
な
収
入
源
と
な
っ
た
の
は
さ
ほ
ど
昔
で
は
な
く
、

漁
協
の
売
上
か
ら
見
れ
ば
、
一
九
九
三
年
以
降
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い

た
と
は
い
え
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
鮮
魚
の
取
り
扱
い
が
か
な
り
の
割
合

を
占
め
て
い
た
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
九
年
以
降
は
、
鮮
魚
の
受
託
売
上
額

は
、ア
サ
リ
の
売
上
だ
け
で
な
く
潮
干
狩
り
入
場
料
に
も
抜
か
れ
て
い
る
。

早
朝
の
魚
市
場
を
覗
い
て
み
て
も
、
い
く
つ
か
の
定
置
網
漁
業
者
や
底
曳

網
漁
業
者
が
水
揚
げ
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
、
あ
ま
り
活
気
が
あ
る
状
態

で
は
な
い
の
が
残
念
だ
。
こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
後
継
者
不
足

が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
漁
獲
物
は
カ
レ

写真 4　東幡豆漁協のセリ風景（撮影：石
川）

写真 5　東幡豆漁協の水揚げ風景（撮影：
石川）

イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ
、
イ
サ
キ
に
キ
ス
、
ガ
ザ
ミ
に
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
多
種
多
様
な
高
級
食
材
が
水
揚
げ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
幡
豆
漁
協
の
水
揚
げ
量
が
少
な
い
の
に
は
、
セ
リ
を
通
さ
な
い
相
対
取
引
や
個
別
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。
多
種
多
様
な
資
源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
概
し

て
一
つ
ひ
と
つ
の
資
源
や
漁
獲
量
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
定
置
網
や
底
曳
網
漁
は
、
対
象
種

の
選
択
性
が
低
く
、
多
様
な
種
類
を
漁
獲
す
る
。
か
つ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
非
選
択
性
漁
業
は
、
小
型
個
体
ま
で

漁
獲
す
る
た
め
に
資
源
に
悪
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
特
定
の
魚
種
や
サ
イ
ズ
を
選
択

的
に
漁
獲
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
生
態
系
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
見
も
出
て
き
て

お
り
、
む
し
ろ
、
広
く
多
様
な
魚
種
を
薄
く
（
漁
獲
圧
を
高
く
せ
ず
）
漁
獲
す
る
非
選
択
性
漁
業
が
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
こ
の
点
、
幡
豆
で
の
漁
業
の
あ
り
方
は
、
今
後
の
方
向
性
を
指
し
示
す
も
の
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。
多
様
で
高
級
な
漁
獲
物
が
あ
り
（
本
書
第
2
部
参
照
）、
近
郊
に
名
古
屋
圏
な
ど
の
経
済
圏

が
存
在
す
る
こ
の
地
域
は
、
利
用
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
漁
業
と
観
光
で
町
を
活
性
化
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
な
ら
な
い
。
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
3
部
に
て
論
じ
た
い
。（
石
川
智
士
）

2
　
三
河
で
漁
獲
さ
れ
る
魚
た
ち

三
河
湾
沿
岸
の
漁
港
に
は
、
底
曳
網
漁
（
沖
合
・
小
型
）、
船
曳
網
漁
（
ぱ
っ
ち
網
な
ど
）、
ま
き
網
漁
、
刺
網

漁
、
は
え
縄
漁
、
小
型
定
置
網
漁
（
角か

く

建だ
て

網あ
み

と
も
呼
ぶ
）
な
ど
、
様
々
な
漁
法
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
類
が
水
揚
げ
さ
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れ
て
い
る
（
愛
知
県
農
林
水
産
部
水
産
課 

二
〇
一
五
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
法

は
、
主
な
操
業
海
域
や
曳
網
水
深
が
異
な
っ
て
お
り
、
当
然
、
漁
獲
さ
れ
る

魚
種
も
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
三
河
湾
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
漁
法

が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
を
調
べ
る
こ
と
は
、

そ
の
地
域
の
魚
類
相
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

底
曳
網
は
、
名
前
の
通
り
海
底
付
近
を
曳え

い

網も
う

し
、
主
に
カ
レ
イ
類
、
シ
ャ

コ
な
ど
の
底
生
性
魚
介
類
を
漁
獲
し
て
い
る
。
遠
州
灘
付
近
の
沖
合
底
曳
で

は
ニ
ギ
ス
や
、
蒲
郡
市
で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
メ
ヒ
カ
リ
（
ア

オ
メ
エ
ソ
）
と
い
っ
た
深
海
性
の
底
生
性
魚
介
類
を
漁
獲
し
て
い
る
（
写
真

6
）。

三
河
の
船
曳
網
漁
は
パ
ッ
チ
網
漁
と
も
呼
ば
れ
、
魚
群
を
探
索
し
て
二
隻
で
一
つ
の
網
を
曳
き
、
マ
イ
ワ
シ
、

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
イ
ワ
シ
類
・
イ
カ
ナ
ゴ
の
子
ど
も
で
あ
る
「
し
ら
す
・
小
女
子
」
を
漁
獲
し
て
い
る
。
ま
き

網
漁
で
は
、
マ
イ
ワ
シ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
漁
獲
す
る
。
刺
網
漁
は
、
海
底
に
網
を
壁
の
よ
う
に
設
置
し
、
網

に
絡
ま
っ
た
魚
を
漁
獲
す
る
方
法
で
あ
る
。
網
の
種
類
と
漁
獲
物
は
様
々
で
あ
り
、
最
も
構
造
が
簡
単
な
一
枚
網

で
は
シ
ロ
ギ
ス
な
ど
遊
泳
性
の
あ
る
魚
種
が
か
か
り
、
網
を
絡
め
や
す
い
よ
う
に
重
ね
た
三
枚
網
で
は
マ
ゴ
チ
や

カ
レ
イ
類
な
ど
底
生
で
移
動
性
の
少
な
い
魚
種
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
源
式
網
で
は
潮
流
に
網
を
流
し

て
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
を
漁
獲
し
て
い
る
。
一
本
の
幹
縄
に
沢
山
の
針
を
仕
掛
け
る
は
え
縄
漁
は
、
冬
季
に
ト
ラ
フ

グ
な
ど
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
漁
船
漁
業
と
合
わ
せ
て
、
小
型
定
置
網
を
営
ん
で
い
る
漁

写真 6　幡豆の底曳船（撮影：石川）

師
も
多
く
、
三
河
の
小
型
定
置
網
は
地
先
に
竹
で
網
を
建
て
、
魚
が
入
り
込
ん
で
く
る
の
を
待
ち
様
々
な
魚
を
漁

獲
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漁
業
は
、
漁
法
に
よ
っ
て
三
河
湾
内
だ
け
で
な
く
、
伊
勢
湾
と
遠
州
灘
で
も
操
業
さ
れ

て
お
り
、
三
河
湾
内
の
浅
場
か
ら
遠
州
灘
の
深
海
ま
で
多
様
な
環
境
す
べ
て
の
恵
み
を
享
受
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
三
河
湾
を
含
む
愛
知
県
内
の
漁
獲
物
調
査
は
愛
知
県
水
産
試
験
場
に
よ
っ
て
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
て
い
る
。
船
越
（
二
〇
〇
八
）
は
、
伊
勢
湾
で
操
業
さ
れ
た
小
型
底
曳
網
の
漁
獲
統
計
を
整
理
し
、
漁
業
対
象

種
の
経
年
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
、
海
の
生
産
構
造
や
魚
種
組
成
が
大
規
模
に
変
化
す
る
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
（
生

態
系
の
構
造
変
化
）
現
象
を
見
つ
け
、
卓
越
種
の
交
代
、
漁
獲
物
変
遷
と
貧
酸
素
水
塊
な
ど
海
底
環
境
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
冨
山
（
一
九
九
三
）
は
、
漁
業
研
究
の
基
礎
資
料
と
す
べ
く
、
伊
勢
湾
全
域
で
小

型
底
曳
網
に
よ
る
試
験
操
業
を
行
い
、
全
入
網
生
物
の
出
現
種
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
と
き
の
記
録
で
は
、

五
七
種
の
魚
類
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冨
山
は
、
こ
の
入
網
生
物
の
組
成
の
違
い
か
ら
伊
勢
湾
内
を
四
つ

の
海
域
に
区
分
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
矢
澤
・
小
山
（
一
九
九
七
）
は
、
三
河
湾
内
の
幡
豆
町
と
田
原
町
の

地
先
に
設
置
さ
れ
た
角
建
網
（
小
型
定
置
網
）
で
試
験
操
業
を
行
い
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
九
五
年
の
漁
獲
物

か
ら
出
現
種
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
一
七
五
種
の
魚
類
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
定
置
網
の

設
置
さ
れ
た
場
所
間
で
の
出
現
種
の
差
異
と
主
要
優
占
魚
介
類
が
長
期
的
に
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
て
い
る
。

愛
知
県
近
海
の
魚
類
相
に
関
し
て
は
、
小
林
（
一
九
五
六
）、
中
島
（
一
九
七
五
、二
〇
〇
三
、二
〇
〇
七
）
な

ど
が
精
力
的
に
報
告
し
て
い
る
。
小
林
（
一
九
五
六
）
は
、「
渥
美
湾
の
魚
類
」
と
題
し
て
、
底
曳
網
の
漁
獲
物

を
調
査
し
、
渥
美
湾
内
の
藻
場
で
採
集
さ
れ
た
ヒ
イ
ラ
ギ
、
深
海
性
の
ザ
ラ
ガ
レ
イ
な
ど
、
渥
美
湾
内
外
か
ら
漁
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獲
さ
れ
た
三
二
四
種
を
目
録
と
し
て
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
深

海
性
の
種
は
、
当
時
の
沖
合
底
曳
の
漁
場
が
「
渥
美
半
島
の
沖
合
か

ら
紀
州
の
沖
或
は
徳
島
沖
に
ま
で
及
ん
で
お
り
（
原
文
マ
マ
）」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
三
河
湾
沿
岸
の
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
に
は
、
愛

知
県
近
海
だ
け
で
な
く
、
和
歌
山
・
徳
島
沖
で
漁
獲
さ
れ
た
種
も
含

ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
中
島
は
、
一
九
七
五
年
の

調
査
で
三
四
三
種
の
魚
類
を
報
告
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
出
現

魚
種
数
を
四
七
八
種
と
し
、
二
〇
〇
七
年
で
は
新
た
に
四
一
種
を
加

え
た
計
五
一
九
種
の
魚
類
が
出
現
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
の
中

に
は
ウ
チ
ワ
フ
グ
な
ど
、
そ
れ
ま
で
愛
知
県
近
海
で
未
記
録
と
思
わ

れ
る
種
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
島
は
、
約
八
五
〇
種
が
確
認

さ
れ
て
い
る
三
重
県
側
と
の
種
数
の
差
に
つ
い
て
触
れ
、
さ
ら
に
詳

細
な
魚
類
調
査
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
（
中
島 

二
〇
〇
三
）。

中
島
の
提
言
以
後
の
魚
類
調
査
と
し
て
は
、
荒
尾
・
玉
井
（
二
〇
一
一
）、
玉
井
ほ
か
（
二
〇
一
二
）、
玉
井
・

荒
尾
（
二
〇
一
三
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
お
け
る
標
本
の
収
集
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
一

色
漁
港
で
計
二
三
回
行
わ
れ
、
主
に
小
型
底
曳
網
で
漁
獲
さ
れ
、
漁
業
者
が
仕
分
け
の
際
に
商
品
と
な
ら
な
い
大

き
さ
や
種
の
も
の
を
対
象
に
し
た
。
な
お
、
通
常
こ
れ
ら
の
魚
は
廃
棄
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
農
家
の
肥
料
用
と

し
て
港
に
持
ち
帰
っ
て
き
た
「
肥
え
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
写
真
7
）。
ち
な
み
に
農
家
に
は
ヒ
ト
デ
類
な

写真 7　農家へ肥料用に渡される「肥え」（撮影：玉井）

ど
が
ス
イ
カ
の
肥
料
と
し
て
好
評
ら
し
く
、
特
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
「
肥
え
」
の
需
要
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

「
肥
え
」
を
含
む
調
査
の
結
果
、
一
五
目
六
七
科
一
一
五
種
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
表
１
）。
収
集
さ
れ

た
魚
類
に
は
、
底
曳
網
等
に
よ
り
遠
州
灘
の
漁
場
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
収
集
さ
れ
た
魚
種
を

科
ご
と
に
見
る
と
、
漁
法
が
主
に
小
型
底
曳
網
で
あ
る
た
め
、
底
生
性
魚
類
の
科
で
種
が
多
か
っ
た
（
ハ
ゼ
科
・

ヒ
ラ
メ
科
：
各
五
種
、
ホ
ウ
ボ
ウ
科
・
ト
ラ
ギ
ス
科
・
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
科
・
サ
サ
ウ
シ
ノ
シ
タ
科
・
カ
ワ
ハ
ギ
科
：

各
四
種
）。
ま
た
深
海
底
生
性
の
シ
ャ
チ
ブ
リ
科
や
ソ
コ
ダ
ラ
科
、
揚
網
時
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
科
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
魚
種
に
は
、
小
林
や
中
島
の
報
告
に
は
な
か
っ
た
魚
類
二
〇

種
（
ウ
チ
ワ
ザ
メ
、
ニ
セ
ツ
マ
グ
ロ
ア
ナ
ゴ
、
タ
ナ
ベ
シ
ャ
チ
ブ
リ
、
ヒ
メ
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
、
ヤ
セ
オ
コ
ゼ
、
ナ
ツ

ハ
リ
ゴ
チ
、
オ
オ
ク
チ
イ
シ
ナ
ギ
、
ム
レ
ハ
タ
タ
テ
ダ
イ
、
イ
バ
ラ
ト
ラ
ギ
ス
、
ナ
ミ
ア
イ
ト
ラ
ギ
ス
、
タ
イ
ワ

ン
イ
カ
ナ
ゴ
、
キ
ビ
レ
ミ
シ
マ
、
ア
ラ
メ
ガ
レ
イ
、
ヘ
ラ
ガ
ン
ゾ
ウ
ビ
ラ
メ
、
コ
ウ
ベ
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
、
チ
カ
メ

ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
、
ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
、
ツ
ノ
ウ
シ
ノ
シ
タ
、
ミ
ナ
ミ
ア
カ
シ
タ
ビ
ラ
メ
、
オ
キ
ゲ
ン
コ
）
が

含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
〇
種
は
い
ず
れ
も
そ
の
分
布
域
か
ら
愛
知
県
近
海
で
の
生
息
が
予
想
さ
れ
た
種
類
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
正
式
な
報
告
例
は
な
く
、
こ
の
調
査
で
よ
う
や
く
発
見
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
中
島
が
提
案

し
て
い
る
よ
う
に
、
三
河
湾
の
魚
類
相
の
把
握
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
、
角
建
網
や
刺
網
な
ど
の
混
獲
物
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
が
愛
知
県
近
海
魚
類
相
の
さ
ら
な
る
解

明
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表 1　一色漁港で収集された魚種一覧

No. 科 種（標準和名） No. 科 種（標準和名）

1 ウチワザメ科 ウチワザメ★ 42 キホウボウ科 キホウボウ
2 シビレエイ科 シビレエイ 43 ハリゴチ科 ナツハリゴチ★

3 ヒラタエイ科 ヒラタエイ 44 ソコハリゴチ
4 アカエイ科 アカエイ 45 コチ科 メゴチ
5 ウミヘビ科 ヒレアナゴ 46 オニゴチ
6 アナゴ科 マアナゴ 47 セミホウボウ科 セミホウボウ
7 ギンアナゴ 48 スズキ科 スズキ
8 ニセツマグロアナゴ★ 49 イシナギ科 オオクチイシナギ★

9 カタクチイワシ科 カタクチイワシ 50 ホタルジャコ科 スミクイウオ
10 ネズミギス科 ネズミギス 51 ワキヤハタ
11 ニギス科 ニギス 52 ハタ科 ヒメコダイ
12 シャチブリ科 タナベシャチブリ★ 53 テンジクダイ科 ネンブツダイ
13 エソ科 オキエソ 54 テンジクダイ
14 スナエソ 55 アジ科 アイブリ
15 チョウチョウエソ 56 マアジ
16 アオメエソ科 アオメエソ 57 カイワリ
17 チゴダラ科 エゾイソアイナメ 58 ヒイラギ科 ヒイラギ
18 ソコダラ科 ヤリヒゲ 59 オキヒイラギ
19 アシロ科 ヨロイイタチウオ 60 イサキ科 イサキ
20 アンコウ科 キアンコウ 61 コロダイ
21 カエルアンコウ科 カエルアンコウ 62 キス科 シロギス
22 フサアンコウ科 ミドリフサアンコウ 63 ヒメジ科 ヒメジ
23 アカグツ科 アカグツ 64 チョウチョウウオ科 ムレハタタテダイ★

24 マトウダイ科 カガミダイ 65 アカタチ科 スミツキアカタチ
25 マトウダイ 66 イシダイ科 イシダイ
26 サギフエ科 サギフエ 67 カゴカキダイ科 カゴカキダイ
27 ダイコクサギフエ *2 68 ベラ科 イラ
28 ヨウジウオ科 ヨウジウオ 69 イトベラ
29 ヒフキヨウジ 70 カジカ科 アナハゼ
30 サンゴタツ 71 ニシキギンポ科 ギンポ
31 メバル科 シロメバル 72 トラギス科 トラギス
32 フサカサゴ科 アカカサゴ 73 マトウトラギス
33 ヒメヤマノカミ★ 74 アカトラギス
34 ハチ科 ハチ 75 クラカケトラギス
35 オニオコゼ科 ヤセオコゼ★ 76 ホカケトラギス科 イバラトラギス★

36 ハオコゼ科 ハオコゼ 77 ナミアイトラギス★

37 イボオコゼ科 アブオコゼ 78 ベラギンポ科 クロエリギンポ
38 ホウボウ科 ホウボウ 79 ワニギス科 ワニギス
39 トゲカナガシラ 80 イカナゴ科 タイワンイカナゴ★

40 カナド 81 ミシマオコゼ科 ミシマオコゼ
41 オニカナガシラ 82 キビレミシマ★

三
河
・
魚
の
よ
も
や
ま
話

三
河
の
漁
港
で
魚
類
調
査
を
し
て
い
る
と
、
漁
師
の
方
か
ら
昔
は
ス
ズ
キ
が
畑
の
大
根
と
同
じ
く
ら
い
多
く
と

れ
た
の
で
「
だ
い
こ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
。
農
家
へ
渡
す
「
肥
え
」
と
い
い
、
昔
呼
ん
で
い

た
地
方
名
と
い
い
、
こ
の
土
地
の
漁
業
と
農
業
の
深
い
関
係
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ほ
か
に
も
ア
カ
エ
イ
や
ダ

ル
マ
ガ
レ
イ
な
ど
、
魚
に
ま
つ
わ
る
話
が
こ
の
地
域
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
漁
師
の
方
々
か
ら
聞
き

取
っ
た
、
そ
ん
な
よ
も
や
ま
話
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
な
お
、
地
元
の
方
々
か
ら
聞
い
た
話
の
中
に
は
三
河
湾
周

No. 科 種（標準和名）

83 ネズッポ科 ベニテグリ
84 ヌメリゴチ
85 トビヌメリ
86 ハゼ科 コモチジャコ
87 サビハゼ
88 ウロハゼ
89 ヒメハゼ
90 イトヒキハゼ
91 カマス科 ヤマトカマス
92 ヒラメ科 ヒラメ
93 アラメガレイ★

94 ヘラガンゾウビラメ★

95 タマガンゾウビラメ
96 ガンゾウビラメ
97 ダルマガレイ科 コウベダルマガレイ★

98 ヒメダルマガレイ
99 ダルマガレイ
100 チカメダルマガレイ★

101 カレイ科 ナガレメイタガレイ★

102 ムシガレイ
103 カワラガレイ科 カワラガレイ
104 ササウシノシタ科 ササウシノシタ
105 セトウシノシタ
106 ツノウシノシタ★

107 シマウシノシタ
108 ウシノシタ科 ミナミアカシタビラメ★

109 オキゲンコ★

110 カワハギ科 アミメハギ
111 ウマヅラハギ
112 カワハギ
113 ヨソギ
114 ハコフグ科 ハマフグ
115 フグ科 キタマクラ

*1　分類体系と種名は中坊編（2013）に従った
*2　�玉井・荒尾（2013）でサギフエ（L型）として
報告したもの

*3　★は愛知県近海で新たに確認された種
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第 1部　海と人の関わり3　漁業と水産資源

辺
全
体
を
反
映
し
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

ア
カ
エ
イ

三
河
湾
の
漁
港
で
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
エ
イ
目
の
魚
で
あ

る
（
写
真
8‌

a
）。
体
盤
は
ひ
し
形
で
、
体
盤
の
腹
面
縁
辺
は

黄
色
く
、
尾
部
は
む
ち
状
で
毒
棘
が
あ
る
。
市
場
で
は
、
食

用
と
し
て
、
尾
部
の
毒
棘
を
落
と
し
た
も
の
が
よ
く
並
ん
で

い
る
。
漁
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
八
月
の
盆
を

過
ぎ
て
新
米
が
取
れ
る
時
期
に
よ
く
漁
獲
さ
れ
る
た
め
、
昔

の
漁
業
者
は
そ
の
時
期
の
も
の
を
「
し
ん
こ
め
え
い
」
と
呼

ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
く
漁
獲
さ
れ
る
も
の

の
、
出
産
後
の
時
期
で
あ
る
た
め
痩
せ
て
お
り
美
味
し
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
幡
豆
歴
史
民
俗
資
料

館
に
は
、
エ
イ
を
対
象
と
し
た
漁
具
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
で
エ
イ
は
古
く
か
ら
漁
獲
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

マ
ア
ナ
ゴ
と
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
類

こ
れ
ら
二
種
類
の
魚
は
、
と
も
に
ウ
ナ
ギ
目
ア
ナ
ゴ
科
に
属
す
る
魚
で
あ
る
（
写
真
8‌

b
・
c
）。
マ
ア
ナ
ゴ
は

写真 8　一色漁港で収集された魚類 -1（撮影：荒尾）
a：アカエイ　b：マアナゴ　c：ギンアナゴ

a

b

c

頭
と
体
に
白
色
点
が
並
ぶ
。
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
は
体
側
に
銀
白
色
の
帯
が
あ
り
背
鰭
と
臀
鰭
が
黒
い
。
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
に

は
、
よ
く
似
た
ニ
セ
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
が
お
り
、
側
線
（
魚
の
体
に
あ
る
感
覚
器
官
）
を
よ
く
観
察
し
な
い
と
区
別
で

き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
市
場
な
ど
に
並
ん
で
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
類
と
呼
ぶ
。
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
類

は
、
全
国
で
は
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
が
、
三
河
湾
の
市
場
で
は
開
い
た
も
の
や
干
物
に
さ
れ
た
も
の
が
よ
く

売
ら
れ
て
い
る
。

少
々
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
三
河
湾
の
市
場
で
は
マ
ア
ナ
ゴ
を
「
め
じ
ろ
」
と
呼
び
、
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
類
を
「
あ

な
ご
」
と
い
う
名
称
で
呼
ん
で
い
る
。
市
場
で
の
値
段
は
、
味
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
、「
あ
な
ご
」
よ
り
「
め

じ
ろ
」
の
方
が
高
い
。
二
種
と
も
底
曳
網
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
が
、
漁
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
マ
ア

ナ
ゴ
は
主
に
伊
勢
・
三
河
湾
内
で
、
ギ
ン
ア
ナ
ゴ
類
は
主
に
遠
州
灘
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ヒ
ラ
メ
科
と
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
科

ど
ち
ら
も
カ
レ
イ
目
に
属
す
る
魚
で
、
両
眼
が
左
体
側
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
で
漁
獲
さ
れ
る
ヒ
ラ
メ
科

魚
類
に
は
、
ヒ
ラ
メ
の
ほ
か
、
ア
ラ
メ
ガ
レ
イ
、
タ
マ
ガ
ン
ゾ
ウ
ビ
ラ
メ
、
ヘ
ラ
ガ
ン
ゾ
ウ
ビ
ラ
メ
、
ガ
ン
ゾ
ウ

ビ
ラ
メ
が
含
ま
れ
る
（
写
真
9
）。
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
科
で
は
、
チ
カ
メ
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
、
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
、
ヒ
メ
ダ

ル
マ
ガ
レ
イ
、
コ
ウ
ベ
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
が
漁
獲
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
市
場
に
並
ん
で
い
る

も
の
は
主
に
ヒ
ラ
メ
と
ガ
ン
ゾ
ウ
ビ
ラ
メ
で
あ
る
。

ヒ
ラ
メ
は
、
刺
身
や
寿
司
だ
ね
と
し
て
有
名
で
、
養
殖
も
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
魚
で
あ

る
。
ガ
ン
ゾ
ウ
ビ
ラ
メ
は
、
三
河
周
辺
で
は
「
ば
ん
そ
う
が
れ
い
」
あ
る
い
は
「
ば
ん
が
れ
い
」
と
い
う
名
称
で
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市
場
に
並
ん
で
お
り
、
刺
身
や
焼
き
魚
で
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
。
他
の
ヒ
ラ
メ
科
と
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
科
は
ほ
と

ん
ど
市
場
に
並
ぶ
こ
と
が
な
い
が
、
昔
の
漁
業
者
は
売
り
物
に
な
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
カ
レ
イ
目
の
魚
を
、
笊

の
上
に
花
び
ら
の
よ
う
に
並
べ
て
干
し
、
干
物
に
し
て
食
べ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
味
も
良
く
、
酒
の
肴
に
ち
ょ

う
ど
い
い
具
合
で
あ
る
。

ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ

カ
レ
イ
目
カ
レ
イ
科
に
属
す
る
魚
で
、
両
眼
は
右
体
側
に
位
置
し
、
両
眼
の
間
に
隆
起
が
あ
る
。
よ
く
似
た
種

で
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
が
い
る
が
、
右
体
側
の
鱗
の
形
と
模
様
、
側
線
の
形
な
ど
で
区
別
で
き
る
。
市
場
に
は
メ
イ
タ

ガ
レ
イ
も
ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
も
よ
く
並
ん
で
い
る
が
、「
肥
え
」
の
調
査
で
は
ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
の
み

が
出
現
し
て
い
た
。

漁
師
た
ち
は
、
ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
と
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
に
つ
い
て
、
湾
内
で
獲
れ
る
も
の
と
遠
州
灘
で
と
れ

る
も
の
は
味
が
違
う
の
で
、
湾
内
の
も
の
が
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
、
遠
州
灘
の
も
の
が
ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
す
が
、
漁
師
の
目
線
は
鋭
く
、
味
と
漁
場
で
魚
を
識
別
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
教
え
て
く
れ
る
。
当
然
、
ナ
ガ
レ
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
と
メ
イ
ガ
ガ
レ
イ
で
は
、
味
も
異
な
る
が
、
生
息
場
所
が

異
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
伊
勢
湾
で
操
業
し
て
い
る
ま
め
板
網
の
船
が
多
い
漁
港
で
は
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
が

多
い
こ
と
か
ら
も
、
漁
師
の
認
識
は
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

漁
港
に
通
う
だ
け
で
多
様
な
魚
種
に
会
え
る
の
は
、三
河
湾
周
辺
が
高
い
多
様
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

写真 9　一色漁港で収集された魚類 - ２
（撮影：荒尾）
d：ヒラメ　e：アラメガレイ　f：ヘラガ
ンゾウビラメ　g：タマガンゾウビラメ　
h：ガンゾウビラメ

写真 10　一色漁港で収集された魚類 - ３
（撮影：荒尾）
i：コウベダルマガレイ　j：ヒメダルマガ
レイ　k：ダルマガレイ　l：チカメダルマ
ガレイ　m：ナガレメイタガレイ

di

j

k

l

m

e

f

g

h
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中
島
徳
男
（
二
〇
〇
七
）
愛
知
県
近
海
の
魚
類　

追
加
種
。
自
費
出
版
、
全
一
二
頁
、
六pls

。

玉
井
隆
章
・
荒
尾
一
樹
（
二
〇
一
三
）
愛
知
県
一
色
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
類
（
第
三
報
）。
豊
橋
市
自
然
史
博
研
報
、二
三
号
、

四
五

－

四
八
頁
。

玉
井
隆
章
・
市
川
久
祥
・
荒
尾
一
樹
（
二
〇
一
二
）
愛
知
県
一
色
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
類
（
第
二
報
）。
豊
橋
市
自
然
史

博
物
館
研
報
、
二
二
号
、
三
三

－

四
〇
頁
。

冨
山 

実
（
一
九
九
三
）
小
型
底
び
き
網
漁
獲
物
か
ら
み
た
伊
勢
湾
内
底
生
生
物
相
―
秋
季
相
―
。
愛
知
県
水
産
試
験
場
研
究
報

告
、
一
号
、
四
一

－

四
七
頁
。

矢
澤 

孝
・
小
山
舜
二
（
一
九
九
七
）
角
建
網
漁
獲
物
か
ら
み
た
三
河
湾
沿
岸
域
に
来
遊
す
る
魚
介
類
の
長
期
変
動
。
愛
知
県
水

産
試
験
場
研
究
報
告
、
四
号
、
三
三

－
三
九
頁
。

も
し
、
本
節
を
読
ん
で
興
味
を
持
た
れ
た
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
、
少
し
早
起
き
し
て
漁
港
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
市

場
や
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
類
の
多
様
性
を
自
分
の
目
で
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
ぜ
ひ
、

食
し
て
み
て
ほ
し
い
。
西
幡
豆
漁
港
な
ど
で
は
、
セ
リ
以
外
に
も
一
般
の
人
が
そ
の
場
で
魚
を
購
入
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
自
ら
体
験
し
、
味
わ
う
こ
と
で
、
本
当
の
意
味
の
三
河
の
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
だ
ろ
う
。�

�

（
玉
井
隆
章
・
荒
尾
一
樹
）

参
考
・
引
用
文
献

愛
知
県
農
林
水
産
部
水
産
課
（
二
〇
一
〇
）
あ
い
ち
の
水
産
物
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
一
〇
〇　

二
〇
一
〇
。
愛
知
県
農
林
水
産
部
水

産
課
、
愛
知
、
全
一
二
九
頁
。

愛
知
県
農
林
水
産
部
水
産
課
（
二
〇
一
五
）
動
向
調
査
資
料　

N
o.162　

水
産
業
の
動
き
。
愛
知
県
農
林
水
産
部
水
産
課
、愛
知
、

全
七
九
頁
。

荒
尾
一
樹
・
玉
井
隆
章
（
二
〇
一
一
）
愛
知
県
一
色
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
類
。
豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
研
報
、
二
一
号
、

一
七

－

二
六
頁
。

船
越
茂
雄（
二
〇
〇
八
）伊
勢
湾
の
小
型
底
び
き
網
漁
業
に
お
け
る
漁
獲
物
の
変
遷
。
愛
知
県
水
産
試
験
場
研
究
報
告
、一
四
号
、

七

－

一
六
頁
。

幡
豆
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
（
二
〇
〇
九
）
幡
豆
町
史　

資
料
編
3　

近
代
・
現
代
。
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
。

小
林
久
雄（
一
九
五
六
）渥
美
湾
の
魚
類　

附
そ
の
他
の
水
産
動
物
、六
二

－

七
七
、愛
知
県
編
。
三
河
湾
自
然
公
園
調
査
報
告
書
、

愛
知
県
、
愛
知
。

中
坊
徹
次
編
（
二
〇
一
三
）
日
本
産　

魚
類
検
索　

全
種
の
同
定　

第
三
版
。
東
海
大
学
出
版
会
、
神
奈
川
、
全
二
四
二
八
頁
。

中
島
徳
男
（
一
九
七
五
）
愛
知
県
近
海
の
魚
類
に
つ
い
て
。
日
本
生
物
地
理
学
会
会
報
、
三
〇
巻
四
号
、
四
三

－
五
九
頁
。

中
島
徳
男
（
一
九
八
〇
）
改
訂
増
補　

三
河
湾
産
主
要
魚
類
図
説
。
三
河
教
育
研
究
会
理
科
部
会
、
愛
知
、
全
一
五
七
頁
。

中
島
徳
男
（
二
〇
〇
三
）
愛
知
県
近
海
の
魚
類
。
自
費
出
版
、
全
一
九
八
頁
、
七
九pls

。
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第 1部　海と人の関わり

4
　
社
会
と
文
化

1
　
食
に
見
る
海
と
人
の
つ
な
が
り

食
は
、
日
常
的
に
自
然
と
人
間
の
関
係
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
化
で
あ
ろ
う
。
特
に
郷
土
料
理
に

は
、
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
や
歴
史
が
色
濃
く
表
れ
る
。
食
の
多
様
性
は
日
本
の
自
然
と
文
化
の
多
様
性
を
ま
さ

に
映
し
出
す
。
日
本
は
、
南
北
に
長
い
弓
状
列
島
で
亜
寒
帯
～
亜
熱
帯
ま
で
の
気
候
が
分
布
し
て
お
り
、
北
海
道
、

太
平
洋
側
、
日
本
海
側
、
内
陸
部
、
南
西
諸
島
等
の
各
地
域
で
気
候
・
風
土
を
反
映
し
た
農
業
、
漁
業
等
の
一
次

産
業
が
根
付
い
て
い
る
。
こ
の
一
次
産
業
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
多
様
な
食
こ
そ
が
、
守
り
伝
え
る
べ
き
文
化
と

し
て
の
食
な
の
で
あ
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
も
、
食
卓
に
上
っ
た
郷
土
料
理
が
在
り
し
日
の
記
憶
の
中
に
埋
も
れ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。こ
こ
で
は
、幡
豆
の
家
庭
に
お
け
る
郷
土
料
理
を
通
じ
て
、海
と
人
の
関
わ
り
を
見
て
み
た
い
。

記
憶
の
中
の
食
卓

二
〇
一
三
年
に
和
食
（
日
本
食
）
が
無
形
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
世
界
的
な
和
食
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
る

中
で
、
和
食
は
、
仏
、
伊
、
中
華
等
世
界
の
名
だ
た
る
料
理
の
技
法
を
吸
収
し
、
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

和
食
の
き
ら
び
や
か
な
進
化
と
そ
の
重
要
性
の
世
界
的
認
知
が
深
ま
る
一
方
で
、
日
本
の
家
庭
の
和
食
に
は
、
冷

凍
技
術
や
流
通
経
路
、
物
流
の
合
理
化
、
農
作
物
や
水
産
物
の
生
育
・
生
息
環
境
の
変
化
に
よ
る
需
給
の
バ
ラ
ン

ス
の
変
化
、
レ
ト
ル
ト
・
加
工
品
を
利
用
し
た
調
理
の
簡
略
化
な
ど
に
よ
り
、
様
々
な
変
革
が
起
き
て
い
る
。
高

度
経
済
成
長
期
が
終
わ
り
を
告
げ
急
速
な
都
市
化
が
進
ん
だ
昭
和
四
〇
年
代
中
盤
に
は
、
関
東
・
関
西
近
郊
や
、

中
心
部
で
あ
っ
て
も
す
こ
し
都
市
部
を
離
れ
れ
ば
、
農
業
が
盛
ん
で
、
波
静

か
な
漁
師
町
も
広
が
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
近
郊
地
域
に
は
、
都
市
部
に
比

べ
る
と
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
た
。幡
豆
に
は
昔
の
懐
か
し
さ
が
残
る
。

現
在
で
も
、
神
奈
川
県
の
三
浦
半
島
に
は
、
特
産
物
で
あ
る
鮪
類
や
春
の

到
来
を
告
げ
る
若
布
や
昆
布
の
若
竹
煮
や
煮
し
め
、
浅
利
の
酒
蒸
し
や
煮
び

た
し
の
巻
寿
司
等
の
魚
介
類
を
使
用
し
た
郷
土
料
理
が
あ
る
。
ま
た
、
福
井

県
の
若
狭
湾
沿
岸
に
は
、
鯖
の
へ
し
こ
や
身
欠
き
鰊に

し
んの

炊
き
合
わ
せ
等
が
あ

り
（
写
真
1
）、
特
に
へ
し
こ
は
観
光
客
に
も
人
気
の
お
土
産
品
と
な
っ
て
い

る
。
幡
豆
の
料
理
に
つ
い
て
執
筆
を
し
て
い
る
と
、
数
々
の
郷
土
料
理
が
記

憶
の
中
か
ら
浮
び
あ
が
り
、改
め
て
現
在
の
食
卓
か
ら
「
郷
土
料
理
の
忘
却
」

写真 1　身欠き鰊の炊合せ（撮影：林）

4　社会と文化
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第 1部　海と人の関わり

が
起
き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
否
め
な
い

事
実
で
あ
ろ
う
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

西
三
河
地
区
の
気
候
と
産
業

愛
知
県
西
尾
市
東
幡
豆
町
は
、
岡
崎
平
野
（
西
三

河
平
野
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
南
東
に
位
置
し
、
三
河

湾
に
面
し
て
い
る
。
東
幡
豆
の
近
隣
に
位
置
す
る
岡

崎
や
蒲
郡
の
気
候
的
特
徴
は
、
中
部
地
方
の
中
心

都
市
で
あ
る
名
古
屋
と
概
ね
同
等
で
あ
り
、
暖
候

期
（
夏
～
秋
季
）
は
高
温
多
雨
、
寒
候
期
（
冬
～
春

季
）
は
小
雨
乾
燥
で
あ
る
（
名
古
屋
地
方
気
象
台 

二
〇
〇
九
）（
図
1
）。
名
古
屋
の
月
平
均
気
温
を
東

京
、
静
岡
と
比
較
す
る
と
、
一
一
～
三
月
に
低
く
、

六
～
九
月
に
高
い
傾
向
に
あ
る
（
図
2
）。
特
に
五
～

一
〇
月
の
期
間
に
は
、
最
高
気
温
が
三
〇
度
を
越
え

る
真
夏
日
が
多
く
、
非
常
に
暑
さ
が
厳
し
い
地
域
で

あ
る
。
愛
知
県
の
現
在
の
主
要
な
産
業
は
何
か
と
聞

か
れ
た
ら
、
自
動
車
産
業
、
製
鉄
業
等
の
製
造
業
を

月
平
均
気
温（
℃
）

0.0

4.54.0
5.4 5.3 4.8 

6.0 

8.78.3 9.1

14.413.714.4

19.0 18.3 18.7

22.8
22.2 22.2

26.7
26.126.0

28.0 27.2 27.3 

24.4 

18.3 
17.6 18.7 

12.311.5
13.3

6.9 6.2
8.0

23.8 24.2 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10 月 11 月 12 月

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

名古屋
岡崎
蒲郡

図 1　幡豆近隣 3 都市の月平均気温（1984 〜 2014 年の平均）
（気象庁気象統計）
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月
平
均
気
温（
℃
）

真
夏
日
の
観
測
日
数
（
日
）

0.0 0
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0.3
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2.7

20.2

14.7

22.8

26.8

22.8

13.1

8.3
9.0

0.2 0.3 0.5

16.5

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
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東京
名古屋
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図 2　東京、名古屋、静岡の月平均気温と真夏日（30℃以上）の観測日数
（1984 年〜 2014 年の平均）（気象庁気象統計）

図 3　中部地方（愛知県・岐阜県・三重県）の平野地図
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第 1部　海と人の関わり

答
え
る
方
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
愛
知
県
内
に
は
、
一
級
河
川
の
木
曽
川
水
系
の
扇
状
地
で
あ
る
濃
尾
平
野
、

矢
作
川
水
系
の
岡
崎
平
野
、
豊
川
水
系
の
豊
橋
平
野
が
あ
り
、
古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん
な
土
地
で
も
あ
る
。
ま
た
、

伊
勢
湾
・
三
河
湾
周
辺
で
は
、
廻
船
貿
易
の
基
地
と
し
て
古
く
か
ら
船
の
建
造
が
盛
ん
で
あ
り
、
豊
富
な
魚
介
類

を
基
に
し
た
漁
業
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
（
図
3
）。

味
噌
と
郷
土
の
味

愛
知
県
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
で
は
、
き
し
め
ん
、
櫃ひ
つ

ま
ぶ
し
、
守
口
漬
け
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
五
年
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
愛
知
万
博
（
愛
・
地
球
博
）
以
降
、
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
、
味
噌
カ
ツ
、

手
羽
先
等
の
名
古
屋
の
名
店
が
東
京
へ
相
次
い
で
出
店
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
の
郷
土
料
理
も
、
日
本
人
と
し
て
馴
染
み
の
深
い
味
噌
、
醤
油
を
使
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
驚
く

ほ
ど
味
付
け
が
濃
厚
で
あ
り
、
塩
気
が
強
い
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
東
海
地
方
以
外
の
出
身
の
方
に
は
、
そ
れ
ら

の
賛
否
が
面
白
い
ほ
ど
明
確
に
分
か
れ
る
（
写
真
2
）。

愛
知
県
の
郷
土
料
理
の
「
味
付
け
が
濃
厚
で
塩
気
が
強
い
」
と
い
う
特
徴
は
、
五
～
一
〇
月
に
三
〇
度
以
上
の

高
温
が
長
期
間
続
く
気
候
的
特
徴
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。高
温
多
湿
の
環
境
下
で
は
、

塩
分
を
多
用
し
な
け
れ
ば
食
品
を
長
期
間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
高
温
多
湿
の
中
で
一
次
産
業
に

従
事
す
る
人
々
の
健
康
面
か
ら
み
て
も
「
味
付
け
が
濃
厚
で
塩
気
が
強
い
」
の
は
、
合
理
的
で
あ
り
、
年
間
を
通

し
て
安
定
的
に
塩
分 

（
ミ
ネ
ラ
ル
）
補
給
を
行
う
た
め
の
中
部
地
方
の
先
人
た
ち
の
生
活
の
知
恵
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

4　社会と文化

愛
知
県
の
郷
土
料
理
の
味
付
け
の
要
で
あ
る
濃
厚
な
味
を
も
つ
味
噌
は
、
主
に
大
豆
の
み
を
使
用
し
た
豆
味
噌

が
主
流
で
あ
る
。
ま
た
、
豆
味
噌
に
欠
か
せ
な
い
大
豆
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
平
野
周
辺
で
矢
作
川
の
水
を
利
用
し

た
矢
作
大
豆
と
い
わ
れ
る
良
質
な
大
豆
が
古
く
か
ら
生
産
さ
れ
て
お
り
、
幡
豆
地
区
が
位
置
す
る
西
三
河
地
区
南

東
部
で
は
、
三
河
湾
沿
岸
で
作
ら
れ
た
塩
と
と
も
に
こ
の
大
豆
か
ら
豆
味
噌
が
醸
造
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
食
材
生
産
を
見
て
も
「
味
付
け
が
濃
厚
で
塩
気
が
強
い
」
料
理
は
、
ま
さ
に
、
愛
知
県
の
風
土
と

産
業
が
作
り
上
げ
た
食
文
化
の
一
つ
な
の
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
幡
豆
漁
協
の
事
務
所
に
お
い
て

も
、
地
元
の
味
噌
が
売
ら
れ
て
お
り
、
味
噌
と
こ
の
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
矢
作

川
流
域
の
豊
田
市
、
岡
崎
市
、
安
城
市
、
刈
谷
市
、
碧
南
市
、
幡
豆
地
区
を
含
む
西
尾
市
の
各
地
域
に
お
い
て
、

現
在
で
も
独
自
の
味
噌
が
醸
造
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
味
が
守
ら
れ
続
け
て

い
る
。

一
方
で
、
全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
愛
知
県
を
代
表
す
る
豆
味
噌
に
は
、

岡
崎
市
八
帖
町
で
醸
造
さ
れ
る
八
丁
味
噌
（
赤
味
噌
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
を
含
む
三
河
武
士
の
兵
糧
と
し
て
愛
さ
れ
て

い
た
ほ
か
、
宮
内
庁
御
用
達
（
昭
和
二
九
〔
一
九
五
四
〕
年
で
御
用
達
制
度

は
廃
止
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
豆
味
噌
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
八
丁
味
噌
が
製
造
さ
れ
る
八
帖
町
と
都
市
化
が
進
ん
だ
名
古
屋
以

外
の
地
域
で
は
、
地
元
の
味
噌
が
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
愛
知
の
豆
味
噌
＝
八

丁
味
噌
と
い
う
認
識
は
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

写真 2　味噌カツ（撮影：林）
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豆
味
噌
を
醸
造
す
る
過
程
に
お
い
て
、
味
噌
樽
の
上
部
に

染
み
出
し
て
く
る
上
澄
み
液
は
「
た
ま
り
」
と
称
さ
れ
、
醤

油
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。「
た
ま
り
」
は
、
小
麦
等
の

複
数
の
穀
物
を
原
料
と
す
る
一
般
的
な
醤
油
と
は
異
な
り
、

大
豆
の
香
り
の
す
る
風
味
の
良
い
味
わ
い
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
ま
り
も
、
味
は
や
は
り
濃
い
目
で
あ
り
、
味
噌
と
合

わ
せ
て
地
元
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
調
味
料
の
一
つ
で
あ
る

（
写
真
3
）。
な
お
、
現
在
で
は
、
他
の
穀
物
を
原
料
と
す
る

醤
油
の
流
通
量
が
多
い
た
め
、
利
用
は
ご
く
一
部
と
な
っ
て

い
る
。

幡
豆
地
区
で
伝
統
的
な
郷
土
料
理
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
味
噌
焼
き
」
と
答
え
る
方
が
多
い
。
も
と
も
と
新
鮮
な
魚

介
類
が
手
に
入
る
こ
の
地
区
で
は
、
刺
身
・
塩
焼
き
で
十
分

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
昭
和
以
前
は
、
ど
の
家
庭
で
も
そ
れ
ぞ

れ
味
噌
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
各
家
庭
の
味
噌
に
つ
い
て
は
、『
幡
豆
の
干
潟

探
索
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
の
「
幡
豆
の
四
季
の
レ
シ
ピ 

豆
味

噌
の
つ
ぶ
や
き
」（
石
川
ほ
か 

二
〇
一
六
）
を
参
照
し
て
い

写真 3　豆味噌とたまり（撮影：林）

4　社会と文化

た
だ
き
た
い
。

昔
は
、
交
通
が
不
便
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
は
簡
単
に
調
味
料
や
食
材
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
家
庭
で
作
る
味
噌
を
使
っ
た
料
理
が
郷
土
料
理
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
幡
豆
地
区
で
は
、
地
元
の

醸
造
所
で
あ
る
＂
す
ず
み
そ
＂
の
味
噌
と
た
ま
り
を
使
っ
て
い
る
家
庭
が
多
く
、「
す
ず
み
そ
が
幡
豆
の
味
」
と

ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
ず
み
そ
は
、
御
中
元
や
御
歳
暮
の
品
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
、
幡
豆
の
食

文
化
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
地
元
の
語
り
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
口
に
味
噌
焼
き
と
い
っ
て
も
、
家
庭
ご
と
の
味
付
け
が
異
な
っ
て
お
り
、
各
料
理
、
季
節
ご
と
に
豆
味
噌
に

ひ
と
工
夫
を
加
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、毎
日
同
じ
豆
味
噌
・
た
ま
り
（
醤
油
）
を
使
用
し
て
い
る
食
事
に
も
、代
々

伝
わ
る
地
域
の
知
恵
、
生
活
の
知
識
が
生
き
て
い
る
。

幡
豆
の
郷
土
料
理

郷
土
料
理
と
し
て
地
元
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
る
味
噌
焼
き
（
写
真
4
）

で
あ
る
が
、
最
近
で
は
、
春
先
に
作
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

た
ま
り
を
使
っ
た
魚
介
類
の
煮
つ
け
や
味
噌
を
使
っ
た
鍋
料
理
な
ど
は
、

地
元
の
郷
土
料
理
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

昔
は
、
魚
介
類
が
豊
富
に
獲
れ
、
味
噌
焼
き
と
し
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
最
近
で
は
肉
や
野
菜
の
味
噌
焼
き
も
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。
た
だ
、
若
い
世
代
で
は
あ
ま
り
味
噌
焼
き
を
作
ら
な
く
な
っ

写真 4　幡豆の料理店「魚直」さんの豚肉
の味噌焼き（夏期限定）（撮影：林）
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第 1部　海と人の関わり

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
幡
豆
地
区
で
も
、
例
外
な
く
「
郷
土
料
理
の
忘
却
」
が
起
き
始
め
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

幡
豆
の
味
噌
焼
き
は
、
単
に
地
元
産
の
味
噌
を
つ
け
て
焼
く
だ
け
で
な
く
、
み
り
ん
や
酒
な
ど
と
と
も
に
熟
成

さ
れ
た
＂
味
噌
焼
き
の
素
＂
を
作
り
、
そ
の
味
噌
焼
き
の
素
を
魚
介
類
や
野
菜
な
ど
に
つ
け
て
調
理
す
る
も
の
で

あ
る
。

味
噌
焼
き
の
素
の
主
な
材
料
は
、
酒
、
み
り
ん
、
上
白
糖
と
地
元
の
味
噌
で
あ
り
、
煮
切
っ
た
酒
と
み
り
ん
と

上
白
糖
に
豆
味
噌
を
少
し
ず
つ
練
り
こ
み
、
こ
れ
を
熱
い
う
ち
に
瓶
な
ど
に
入
れ
て
、
一
週
間
以
上
熟
成
さ
せ
る

こ
と
で
完
成
す
る
。
こ
の
味
噌
焼
き
の
素
は
、
焼
き
物
だ
け
で
な
く
鍋
や
揚
げ
物
な
ど
、
様
々
な
用
途
に
使
え
る

も
の
と
な
る
。

基
本
的
な
味
噌
焼
き
の
素
の
配
合
は
、
味
噌
一
〇
〇
グ
ラ
ム
、
酒
二
〇
cc
、
み
り
ん
五
〇
cc
、
上
白
糖
五
〇
グ

ラ
ム
で
あ
る
が
、
各
家
庭
や
季
節
に
よ
っ
て
も
配
合
は
異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
さ
に
家
庭
の
味
が
そ
こ
に
で
き

あ
が
る
。季

節
の
郷
土
料
理

愛
知
県
内
の
気
候
的
特
徴
と
愛
知
県
の
郷
土
料
理
の
味
付
け
の
塩あ
ん

梅ば
い

に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
味
付
け
の

要
は
「
豆
味
噌
」
と
「
た
ま
り
」
で
あ
る
。

た
ま
り
を
使
っ
た
モ
ガ
レ
イ
（
マ
ガ
レ
イ
・
マ
コ
ガ
レ
イ
）
の
煮
付
け
と
豆
味
噌
を
使
っ
た
ア
サ
リ
の
味
噌
汁

は
春
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
で
あ
る
（
写
真
5
）。

4　社会と文化

モ
ガ
レ
イ
の
旬
は
、
一
般
的
に
は
夏
か
ら
秋
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
幡

豆
で
は
、
春
先
か
ら
夏
に
か
け
て
水
揚
げ
さ
れ
る
。
水
深
の
浅
く
広
大
な

干
潟
を
有
す
る
幡
豆
地
先
は
、真
夏
に
は
水
温
が
ぬ
る
ま
湯
く
ら
い（
三
〇

度
ほ
ど
）
ま
で
上
昇
す
る
。
ま
た
、
真
冬
に
は
、
放
射
冷
却
で
手
が
し
び

れ
る
く
ら
い
（
五
度
ほ
ど
）
冷
た
く
な
り
、
夏
季
と
冬
季
で
水
温
差
が
非

常
に
大
き
い
。
水
温
の
緩
む
（
上
昇
す
る
）
春
か
ら
水
揚
げ
が
始
ま
る
モ

ガ
レ
イ
の
料
理
は
、
ま
さ
に
春
を
告
げ
る
料
理
と
い
え
、
広
大
な
干
潟
、

ア
マ
モ
場
で
沢
山
の
餌
を
食
べ
て
育
っ
た
モ
ガ
レ
イ
は
格
別
の
味
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

春
を
告
げ
る
料
理
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
幡
豆
ア
サ
リ
を

使
っ
た
貝
汁
（
ア
サ
リ
の
味
噌
汁
）
で
あ
る
。
貝
汁
に
は
、
濃
厚
な
豆
の

旨
味
を
持
つ
豆
味
噌
を
使
用
す
る
が
、
並
大
抵
の
ア
サ
リ
で
は
豆
味
噌
の

味
に
負
け
て
し
ま
い
、
豆
味
噌
の
分
量
を
少
な
く
調
整
す
る
ほ
か
な
く
、

双
方
の
旨
味
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
幡
豆
ア
サ
リ

は
豆
味
噌
に
負
け
な
い
旨
味
が
あ
り
、
豆
味
噌
と
ア
サ
リ
の
旨
味
を
双
方

と
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
の
ア
サ
リ
の
味
噌
汁
と
は
一
味
も
二

味
も
違
っ
た
香
高
い
あ
じ
わ
い
と
な
る
。
幡
豆
地
区
へ
行
く
機
会
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

写真 5　モガレイ（マガレイ・マコガレイ）
の煮付けと、アサリの味噌汁（撮影：林）

写真 6　アサリやマテガイ等の貝の酒蒸し
（撮影：林）
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第 1部　海と人の関わり

一
方
で
、
広
大
な
干
潟
に
は
ア
サ
リ
だ
け
で
な
く
、
マ
テ
ガ
イ
や
サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
な
ど
多
様
な

貝
類
が
生
息
し
て
お
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
様
々
な
二
枚
貝
は
も
ち
ろ
ん

食
用
と
な
り
、
酒
蒸
し
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
長
い
期
間
に
楽
し
め
る
郷
土
料
理
で
あ
る
（
写
真
6
）。

最
近
で
は
、
潮
干
狩
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
中
に
は
ア
サ
リ
し
か
知
ら
な
い
方
も
多
く
、
マ
テ
ガ
イ
や
カ

ガ
ミ
ガ
イ
等
を
見
て
「
こ
れ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す
か
ね
」
と
尋
ね
る
方
も
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
せ
っ
か
く

の
海
の
幸
で
あ
る
の
で
、
持
ち
帰
り
酒
蒸
し
や
す
ま
し
汁
等
に
し
て
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

ア
サ
リ
の
身
が
や
せ
る
夏
に
は
、
イ
シ
ガ
ニ
や
ガ
ザ
ミ
、
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
ニ
（
通
称
H
ガ
ニ
）
な
ど
の
焼
き
ガ
ニ

や
味
噌
汁
等
が
こ
の
季
節
の
郷
土
料
理
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
茹
で
た
カ
ニ
も
大
変
美
味
で
あ
る
が
、
新
鮮
な
生

の
カ
ニ
を
焼
い
た
も
の
は
、
風
味
、
香
り
と
も
に
格
別
で
あ
る
。

暑
さ
の
緩
む
秋
に
は
、
ヒ
ラ
ア
ジ
（
カ
イ
ワ
リ
）
や
サ
バ
な
ど
の
青
魚
が
美
味
し
い
季
節
と
な
り
味
噌
焼
き
と

し
て
供
さ
れ
る
。

伊
吹
山
お
ろ
し
が
吹
き
始
め
る
冬
に
な
る
と
、
白
菜
や
長
ネ
ギ
な
ど
の
冬
野
菜
や
豆
腐
な
ど
を
味
噌
焼
き
の
素

に
つ
け
て
焼
く
、
味
噌
焼
き
が
体
を
温
め
て
く
れ
る
。
味
噌
焼
き
の
素
を
冬
野
菜
に
の
せ
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
の

も
野
菜
の
甘
さ
と
味
噌
の
味
が
調
和
し
、
絶
妙
な
味
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

味
噌
焼
き
に
始
ま
り
味
噌
焼
き
に
終
わ
る
幡
豆
の
郷
土
料
理
だ
が
、「
味
噌
焼
き
が
一
番
お
い
し
い
季
節
は
ま

だ
寒
さ
が
の
こ
る
春
先
で
す
。
幡
豆
で
ア
サ
リ
や
牡
蠣
の
味
噌
焼
き
を
た
べ
る
な
ら
春
先
が
一
番
い
い
季
節
で
す

よ
。」
と
、
幡
豆
の
料
理
店
「
魚
直
」
の
若
女
将
が
コ
ロ
コ
ロ
と
笑
い
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。
味
噌
焼
き
は
、

4　社会と文化

幡
豆
地
区
の
独
特
の
食
べ
方
で
あ
る
。
西
三
河
地
区
の
他
の
地
域
で
は
お
目
に
か
か
ら
な
い
、
ま
さ
に
こ
の
地
域

を
代
表
す
る
郷
土
料
理
の
王
様
だ
。�
（
林 

大
）

2
　
建
物
に
刻
ま
れ
た
幡
豆
の
歴
史

幡
豆
の
民
話
に
「
お
告
げ
の
か
ぼ
ち
ゃ
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
東
幡
豆
に
あ
る
妙
善
寺
が
、
む
か
し
西
林
寺
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
、
こ
の
寺
の
利
春
僧
都
が
観
音
様
か
ら
「
福
徳
を
さ
ず
け
る
か
ら
、
浜
に
出
て
み
よ
」
と
お

告
げ
を
受
け
、
寺
の
前
の
浜
に
出
て
み
る
と
、
木
の
実
と
も
野
菜
と
も
つ
か

な
い
丸
い
形
を
し
た
も
の
（
カ
ボ
チ
ャ
）
が
た
く
さ
ん
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
て
、
こ
の
実
を
食
べ
る
と
顔
の
色
つ
や
が
よ
く
な
り
、
み
ん
な
生
き
生

き
し
た
と
い
う
お
話
だ
（「
は
ず
の
民
話
」
編
集
委
員
会 

一
九
九
二
）。
い

ま
で
は
、
こ
の
観
音
様
を
お
祀
り
し
て
い
る
妙
善
寺
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
寺
、
ハ

ズ
観
音
と
し
て
痛
風
除
け
で
有
名
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
7
）。

昔
は
、
こ
の
寺
の
山
門
前
は
表
浜
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
初
期
の
海
岸
行
楽
ブ
ー
ム
に
は
、
多

く
の
人
が
浜
辺
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
時
期
、
幡
豆
は
最
初
の
観
光
ブ
ー
ム
と
な
り
、
海
の
家
や
旅
館
、
料
亭
な

写真 7　妙善寺（撮影：石川）
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ど
が
沢
山
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦

や
高
度
経
済
成
長
期
と
い
っ
た
社
会
の
変
化
の
中
で
多
く
の
宿
や
料
亭
は
店

を
や
め
、
建
物
も
壊
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
こ

の
妙
善
寺
の
西
側
に
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
建
築
さ
れ
た
木
造
二

階
建
の
切
妻
づ
く
り
の
建
物
が
残
っ
て
お
り
、
今
は
民
宿
・
鈴
喜
館
の
主
館

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真
8
）。

こ
の
主
館
と
な
っ
て
い
る
建
物
は
、
元
々
は
愛
宕
山
麓
の
彦
田
入
の
大
地

主
で
あ
っ
た
鈴
木
喜
八
氏
が
、
友
人
知
人
を
招
い
て
楽
し
む
た
め
の
私
的
な

別
荘
と
し
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で
、
建
築
資
材
も
鈴
木
氏
所
有
の
山
林
か
ら

切
り
出
し
た
木
材
が
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
、
六
畳
の
座

敷
を
一
二
部
屋
も
持
つ
総
二
階
建
の
切
妻
づ
く
り
の
和
風
建
築
物
で
あ
る

が
、
三
角
形
の
妻
壁
に
洋
風
建
築
の
要
素
も
見
ら
れ
る
。
当
時
、
別
荘
と
し

て
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
季
節
旅
館
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
東
幡
豆
海
水
浴
場
は
昭
和
八
年
に
は
愛
知
県
で
一
番
の
海
水

浴
場
で
あ
る
と
、
当
時
の
新
聞
が
報
道
し
て
お
り
、
表
浜
ま
で
す
ぐ
の
土
地

に
建
て
ら
れ
た
洋
館
風
和
風
建
築
の
建
物
は
、
別
荘
と
し
て
も
旅
館
と
し
て

も
、
当
時
人
気
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

鈴
喜
館
は
、
こ
の
主
館
と
中
庭
を
挟
ん
だ
二
棟
の
離
れ
か
ら
な
っ
て
い
る

写真 8　鈴喜館・主館（撮影：石川）写真 9　鈴喜館・離れ（撮影：石川）

4　社会と文化

（
写
真
9
）。
こ
の
離
れ
も
非
常
に
趣
の
あ
る
建
物
で
、
天
井
が
と
て
も
高
く
欄
間
が
見
事
で
あ
る
。
現
在
、
駐
車

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
中
庭
も
広
く
、
家
屋
も
含
め
て
台
風
や
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
鈴
喜
館
の
仏
壇
に
は
、
昔
、
周
り
の
家
か
ら
預
か
っ
た
と
い
う
位
牌
が
並
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
も
、
こ
の
家
屋
が
こ
の
地
域
の
避
難
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

災
害
時
、
住
民
に
と
っ
て
の
最
後
の
砦
と
な
っ
て
い
た
鈴
喜
館
で
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
軍
部
に

接
収
さ
れ
、
愛
知
県
内
の
青
年
男
子
の
鍛
錬
の
た
め
の
海
洋
道
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
寺
部
海
岸
は
、
大
砲
の
射
撃
訓
練
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
は
平
和
に
見
え
る
こ
の
幡
豆
の
地
に
も
、
当
時
、

戦
争
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。

民
宿
と
し
て
の
鈴
喜
館

特
色
の
あ
る
海
岸
線
と
美
し
い
島
々
を
抱
え
る
三
河
湾
沿
岸
は
、
海
水
浴
場
や
温
泉
地
も
多
く
、
国
定
公
園
と

し
て
も
指
定
さ
れ
る
景
勝
地
で
あ
り
、
明
治
時
代
か
ら
観
光
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
戦
前
は
、
民
間
主
導
で
開

発
が
行
わ
れ
、
三
河
鉄
道
が
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
三
河
鳥
羽
ま
で
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
沿
岸
で
の
海
水

浴
場
の
開
設
が
進
み
、
海
水
浴
客
を
見
込
ん
だ
民
宿
や
旅
館
が
開
か
れ
た
。
戦
後
は
、
蒲
郡
地
域
で
は
温
泉
開
発

が
進
み
、三
河
鉄
道
を
合
併
し
た
名
古
屋
鉄
道
に
よ
る
沿
線
開
発
が
進
め
ら
れ
、「
う
さ
ぎ
島
」や「
猿
が
島
」と
い
っ

た
離
島
の
観
光
化
が
人
気
を
博
し
た
。
昭
和
二
〇
年
代
に
は
東
幡
豆
の
海
水
浴
場
は
人
気
の
観
光
地
と
な
り
、
七

月
中
旬
か
ら
八
月
中
旬
の
人
出
が
二
〇
万
に
な
っ
た
と
当
時
の
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

鈴
喜
館
の
建
物
も
こ
う
し
た
戦
後
の
海
浜
観
光
ブ
ー
ム
期
に
民
宿
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
改
装
さ
れ
た
。
う
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さ
ぎ
島
や
猿
が
島
の
観
光
が
盛
ん
な
頃
は
、
貸
し
ボ
ー
ド
な
ど
も
行
い
、
海
開
き
の
時
は
ア
マ
モ
刈
り
な
ど
も
好

評
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

現
在
は
東
幡
豆
の
海
に
、
昔
ほ
ど
多
く
の
海
水
浴
客
が
泊
ま
り
に
来
る
こ
と
は
な
い
。
海
は
美
し
く
魚
介
類
も

美
味
し
い
ま
ま
で
あ
る
が
、
観
光
や
行
楽
の
多
様
化
や
自
動
車
の
普
及
が
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
マ
イ
カ
ー
が
夢
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
行
楽
の
移
動
手
段
は
主
に
鉄
道
や
バ
ス
で
あ
っ
た
。
時
間
も
か

か
り
、
名
古
屋
や
大
阪
近
辺
か
ら
幡
豆
に
海
水
浴
に
来
た
ら
、
日
帰
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
高
速
道
路
の
発
展
は
、
気
軽
な
行
楽
を
可
能
と
し
、
幡
豆
の
海
で
の
潮
干
狩
り
や

海
水
浴
は
、
日
帰
り
で
楽
し
む
も
の
と
な
っ
た
。
今
で
は
、
名
古
屋
か
ら
な
ら
一
時
間
、
近
畿
圏
か
ら
で
も
二
時

間
半
程
度
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
車
へ
の
シ
フ
ト
は
、
う
さ
ぎ
島
や
猿
が
島
の
観
光
開
発
を
行
っ

て
い
た
名
鉄
の
経
営
を
圧
迫
し
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
は
、
前
島
・
沖
島
の
観
光
事
業
か
ら
撤
退
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
名
鉄
の
観
光
事
業
か
ら
の
撤
退
は
、
か
な
り
急
な
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
変
化
に
対
応
で
き
な

い
多
く
の
旅
館
や
民
宿
が
こ
の
時
期
以
降
に
店
を
た
た
ん
で
い
る
。

民
宿
と
し
て
の
鈴
喜
館
も
こ
の
時
期
経
営
は
厳
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
主
館
の
大
広
間
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
や
忘
年
会
・
新
年
会
な
ど
の
依
頼
が
支
え
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
サ
リ
や
マ
テ
ガ
イ
の
潮
干
狩
り
客
、
三
ヶ
根
山
に
飛
来
す
る
蝶
（
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
）
の
愛
好
家
団
体
と

い
っ
た
多
様
な
人
々
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
重
要
な
顧
客
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
干
潟
を
使
っ
た
環
境
学

習
の
参
加
者
や
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
や
幡
豆
の
自
然
と
社
会
を
研
究
す
る
東
海
大
学
海
洋
学
部
の
実
習
時
の
定
宿
と
し

て
、
地
域
の
自
然
の
大
切
さ
を
宣
伝
す
る
役
目
も
果
た
し
て
い
る
。

4　社会と文化

最
後
に
、
本
節
を
書
く
に
当
た
っ
て
は
、
鈴
喜
館
の
ご
主
人
や
女
将
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
情
報
と
資
料
を

い
た
だ
い
た
。
改
め
て
資
料
を
見
返
し
、
ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域
の
情
報
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
顧
み
て
、

鈴
喜
館
の
み
な
さ
ん
と
そ
こ
に
残
る
資
料
や
建
物
自
体
が
、
こ
の
土
地
の
歴
史
を
物
語
る
大
い
な
る
地
域
資
源
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。�

（
石
川
智
士
・
李 

銀
姫
・
仁
木
将
人
）

3
　
幡
豆
の
民
話
と
暮
ら
し

幡
豆
と
民
話

幡
豆
は
三
河
湾
北
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
前
面
に
三
河
湾
、
後
方
に
は
三
ヶ
根
山
を
は
じ
め
森
林
が
多
く
、

山
間
部
や
沿
岸
部
に
住
宅
が
立
地
し
て
い
る
。
自
然
豊
か
な
地
域
で
古
く
か
ら
農
業
や
漁
業
が
営
ま
れ
、
ま
た
海

上
交
通
の
要
所
と
し
て
も
栄
え
て
き
た
。
人
々
は
海
や
山
の
恵
み
を
享
受
し
、
土
地
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
幡
豆
の
暮
ら
し
を
今
に
伝
え
る
の
が
、
語
り
継
が
れ
て
き
た
民
話
の
数
々
で
あ

る
。
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
お
地
蔵
さ
ま
や
観
音
さ
ま
に
ま
つ
わ
る
話
、
キ
ツ
ネ
や
ク
ジ
ラ
な
ど
の

動
物
と
関
わ
る
話
、
海
や
山
を
舞
台
と
す
る
話
、
自
然
災
害
を
語
っ
た
話
な
ど
、
幡
豆
の
民
話
か
ら
は
、
人
々
と

土
地
の
結
び
つ
き
や
自
然
と
暮
ら
し
の
関
わ
り
が
生
き
生
き
と
蘇
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
民
話
は
、
一
家
の
団
欒
の
折
に
あ
る
い
は
夜
な
べ
仕
事
の
合
間
に
、
祖
父
母
か
ら
孫
へ
、
親
か
ら
子
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へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
民
話
が
語
ら
れ
る
機
会
は
減
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
。

し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
の
誕
生

幡
豆
で
民
話
の
採
話
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
地
元
婦
人
会
の
役
員

や
P
T
A
、
保
育
園
父
母
の
会
関
係
者
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
、
地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
残
し
て
い
こ
う
と
活
動

を
始
め
た
。
図
書
館
で
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
し
て
い
た
女
性
た
ち
（
後
の
「
し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
」
の
メ
ン

バ
ー
）
は
、
集
め
ら
れ
た
民
話
を
年
に
一
話
の
ペ
ー
ス
で
紙
芝
居
に
仕
立
て
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
集
ま
っ
て
く

る
民
話
の
数
は
多
く
、
紙
芝
居
で
は
追
い
付
か
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
民
話
を
本
に
ま
と
め
ら
れ
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
幡
豆
町
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
幡
豆
の
民
話
に
関
す
る
本
は
な
く
出
版

の
予
定
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
読
み
聞
か
せ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
幡
豆
の
民
話
の
本
を
作
り
た

い
と
掛
け
合
い
、
平
成
三
年
度
愛
知
県
地
方
振
興
事
業
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に

は
三
〇
の
民
話
を
集
録
し
た
『
は
ず
の
民
話
』
が
出
版
さ
れ
た
（「
は
ず
の
民
話
」
編
集
委
員
会
『
は
ず
の
民
話
』、

幡
豆
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）。
本
の
反
響
は
思
い
の
ほ
か
大
き
く
、
ま
だ
こ
う
い
う
民
話
が
あ
る
、
こ

の
民
話
も
本
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
た
く
さ
ん
の
情
報
が
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

一
冊
目
の
出
版
が
か
な
っ
た
後
、読
み
聞
か
せ
の
メ
ン
バ
ー
は「
し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
」を
立
ち
上
げ
た
。「
し

は
と
」
と
は
、
幡
豆
地
域
の
昔
の
呼
び
名
で
あ
り
、「
磯
泊
」「
波
止
」
と
い
っ
た
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
サ
ー

ク
ル
で
は
、
一
冊
目
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
民
話
を
二
冊
目
の
本
に
ま
と
め
る
た
め
に
活
動
を
開
始
し
た
。
平
成

4　社会と文化

一
〇
年
度
愛
知
県
地
方
振
興
補
助
事
業
を
受
け
て
創
り
上
げ
た
二
冊
目
の
民
話
の
本
は
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
民

話
の
本
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
文
章
と
挿
絵
の
す
べ
て
を
受
け
持
っ
た
。
何
度
も
話

し
合
い
な
が
ら
練
り
上
げ
た『
む
か
し　

む
か
し　

は
ず
の
里
』は
、二
六
の
民
話
を
収
め
、平
成
一
一（
一
九
九
九
）

年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
（
し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
『
む
か
し　

む
か
し　

は
ず
の
里
』、
幡
豆
町
教
育
委
員
会
、

一
九
九
九
年
）。　

民
話
サ
ー
ク
ル
の
活
動

民
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
現
在
九
名
の
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
の
出
版
以
降
は
朗
読
や

紙
芝
居
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
人
形
劇
に
よ
る
民
話
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
学
習
と
し
て
民
話

の
伝
承
活
動
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
が
、民
話
の
劇
の
上
演
や
民
話
を
題
材
と
し
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
行
っ
た
り
、

民
話
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
住
民
た
ち
が
、
民
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
地
元
の
山
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
り
し

て
い
る
。
民
話
を
電
子
絵
本
に
し
て
、ネ
ッ
ト
で
も
幡
豆
の
民
話
を
発
信
し
よ
う
と
い
う
試
み
も
始
ま
っ
て
お
り
、

民
話
を
核
と
し
た
様
々
な
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

民
話
の
朗
読
テ
ー
プ

目
が
不
自
由
な
人
や
高
齢
者
、
ま
だ
字
が
読
め
な
い
小
さ
い
子
供
の
た
め
に
、
民
話
サ
ー
ク
ル
で
は
民
話
の
朗

読
テ
ー
プ
を
作
成
し
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
か
ら
幡
豆
町
立
図
書
館
（
現
在
の
西
尾
市
立
幡
豆
図
書
館
）

で
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
。
テ
ー
プ
に
は
五
六
の
民
話
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
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民
話
の
上
演

保
育
園
や
小
学
校
、
老
人
会
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
、
民
話
の
朗
読
や
紙

芝
居
、
人
形
劇
な
ど
を
上
演
し
て
い
る
（
写
真
10
）。
実
際
に
民
話
の
舞
台
と

な
っ
た
浜
や
山
に
出
か
け
、
そ
こ
で
上
演
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
作
っ
て
き
た
紙
芝
居
は
き
れ
い
に
修
復
し
て
、
平
成
二
六
年
度
に
幡
豆

図
書
館
に
寄
贈
し
、
一
般
に
貸
し
出
し
さ
れ
て
い
る
。
毎
月
第
三
土
曜
日
に

は
例
会
を
開
き
、
活
動
の
打
ち
合
わ
せ
や
上
演
の
練
習
も
欠
か
さ
な
い
。

民
話
の
サ
イ
ン
事
業

平
成
二
〇
年
度
に
歴
史
文
化
観
光
事
業
と
し
て
、
地
域
内
に
点
在
す
る
民

話
の
舞
台
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
話
を
紹
介
す
る
サ
イ
ン
が
作
ら
れ
た（
写
真
11
）。

サ
イ
ン
の
文
章
は
民
話
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
た
。
サ
イ
ン
作
成

以
前
よ
り
、
幡
豆
町
教
育
委
員
会
が
、
民
話
サ
ー
ク
ル
や
生
涯
学
習
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
と
連
携
し
、
民
話
の
普
及
の
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
取
り
組
み
に
は
、「
は
ず
の
民
話
の
里
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の

実
施
や
小
学
校
の
学
芸
会
で
の
児
童
に
よ
る
民
話
劇
の
上
演
が
あ
る
。
西
尾

市
と
の
合
併
後
も
「
は
ず
夢
ウ
ォ
ー
ク
」
の
名
称
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

写真 10　人形劇の上映（撮影：関）写真11　民話を紹介するサイン（撮影：吉川）

4　社会と文化

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

地
元
の
子
供
た
ち
の
農
業
体
験
と
合
わ
せ
、
色
の
異
な
る
古
代
米
の
稲
で
田
ん
ぼ
に
絵
を
描
く
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

で
は
、
毎
年
民
話
の
一
幕
を
再
現
し
て
い
る
（
口
絵
5
）。
幡
豆
小
学
校
の
五
年
生
の
児
童
が
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

地
元
の
農
家
の
人
な
ど
の
協
力
を
得
て
田
植
え
を
行
う
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
地
元
で
も
人
気
の
事
業
で
、
平
成

二
七
（
二
〇
一
五
）
年
で
八
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
田
ん
ぼ
に
民
話
の
場
面
が
浮
か
び
上
が
る
頃
に
は
、
大
勢
の

家
族
連
れ
が
訪
れ
て
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
て
い
る
。

幡
豆
の
民
話
と
海

幡
豆
の
民
話
の
中
に
は
、
海
や
浜
を
舞
台
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
図
4
）。
こ
れ
ら
の
民
話
に
は
、
し
ば
し
ば
漁

師
が
登
場
す
る
。
民
話
の
中
の
漁
師
た
ち
は
、
イ
ナ
（
ボ
ラ
）
の
追
い
込
み
漁
や
カ
ニ
網
漁
と
い
っ
た
漁
業
を
営

ん
で
お
り
、
幡
豆
で
は
昔
か
ら
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
日
本
に
は
古
く
か

ら
海
の
彼
方
に
は
こ
の
世
と
は
異
な
る
世
界
、
常
世
が
あ
り
、
人
は
死
ぬ
と
そ
こ
へ
行
く
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
海
か
ら
流
れ
着
い
た
も
の
は
神
と
し
て
祀
る
習
慣
が
根
付
い
て
き
た
。
幡
豆
の
民
話
の
中
に
も
、

漁
師
の
網
に
観
音
さ
ま
が
か
か
っ
て
き
て
、
そ
の
観
音
さ
ま
を
拝
ん
で
い
る
と
大
漁
が
続
い
た
と
い
う
話
（「
海

か
ら
来
た
観
音
さ
ま
」）
や
、
東
幡
豆
の
地
先
に
あ
る
沖
ノ
島
か
ら
水
神
さ
ま
が
や
っ
て
く
る
話
（「
沖
ノ
島
の
弁

天
さ
ま
」）な
ど
が
あ
り
、海
と
信
仰
が
結
び
つ
い
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
漁
師
の
網
に
か
か
っ
た
観
音
さ
ま
は
、

崎
山
地
区
の
観
音
堂
（
現
在
の
崎
山
教
会
）
に
納
め
ら
れ
、
現
在
も
漁
師
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

海
か
ら
や
っ
て
く
る
の
は
、
神
さ
ま
だ
け
で
は
な
い
。
漁
師
の
親
子
が
網
を
打
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ク
ジ
ラ
の
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背
中
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
う
と
い
う
話
（「
浜
に
上
が
っ

た
く
じ
ら
」）
は
、
西
幡
豆
（
旧
欠
村
）
の
浜
に
ク
ジ
ラ

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
史
実
を
基
に
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
海
の
向
こ
う
か
ら
沢
山
の
カ
ボ
チ
ャ
が
流
れ
着

き
、
幡
豆
に
カ
ボ
チ
ャ
が
広
ま
っ
た
と
い
う
話
（「
お
告

げ
の
か
ぼ
ち
ゃ
」）
も
あ
る
。
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
東
幡

豆
の
妙
善
寺
の
和
尚
が
夢
枕
に
立
っ
た
観
音
さ
ま
か
ら
授

け
ら
れ
た
福
徳
だ
っ
た
。
建
稲
種
命
が
遭
難
し
、
そ
の
遺

骸
が
漁
師
た
ち
が
か
め
い
わ
と
呼
ん
で
い
た
岩
に
打
ち
上

げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
民
話
（「
か
め
い
わ
」）
は
、
西
幡

豆
の
幡
頭
神
社
の
縁
起
を
基
に
し
て
い
る
。

民
話
が
繋
ぐ
地
域

民
話
の
伝
承
活
動
は
、
地
域
資
源
の
再
生
に
も
一
役

買
っ
て
い
る
。
あ
る
時
し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
は
、
老
人

会
か
ら
依
頼
を
受
け
、「
弘
法
山
と
穴
弘
法
」
を
上
演
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
民
話
は
、幡
豆
小
学
校
の
裏
手
に
あ
る
見
影
山（
通

トンボロ干潟
東幡豆港

東浜
中ノ浜

妙善寺

ナギソ岩

倉舞港

西尾市

0 1km

西幡豆漁港

吉田港
寺部海水浴場

松島

お告げのかぼちゃ

見影山穴弘法浜に上がったくじら

沖ノ島の弁天さま

海から来た観音さま
（崎山観音堂） かめいわ

寺部海岸

前島

梶島

図 4　幡豆の民話とその舞台

4　社会と文化

称
弘
法
山
）
に
あ
る
、
八
八
体
の
弘
法
さ
ま
の
起
源
を
物
語
る
民
話
で
あ
る
。
幡
豆
村
の
さ
よ
と
い
う
娘
が
、
母

親
の
四
国
八
十
八
札
所
め
ぐ
り
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、
毎
年
札
所
め
ぐ
り
を
し
て
い
る
村
の
金
持
ち
太
兵
衛

に
、
札
所
の
お
砂
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
頼
み
に
行
く
。
貧
し
く
て
札
所
め
ぐ
り
に
出
か
け
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
太
兵
衛
は
お
砂
を
持
ち
帰
る
。
お
砂
ふ
み
は
さ
よ
の
母
親
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
村
人
に

も
喜
ば
れ
た
の
で
、
太
兵
衛
は
八
八
体
の
弘
法
さ
ま
を
お
祀
り
す
れ
ば
も
っ
と
み
ん
な
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
、
村
人

の
家
を
一
軒
一
軒
訪
ね
歩
い
て
弘
法
さ
ま
を
寄
付
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
回
り
、
見
影
山
の
ふ
も
と
か
ら
山
頂

ま
で
穴
を
掘
っ
て
弘
法
さ
ま
を
一
体
ず
つ
祀
っ
た
。

こ
の
民
話
を
聞
い
て
、
現
在
の
見
影
山
が
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
地
元
有
志
の
人
々

が
、
信
仰
深
い
先
祖
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
地
域
資
源
を
再
生
し
よ
う
と
立

ち
上
が
る
。
こ
の
八
八
体
の
弘
法
さ
ま
の
施
主
の
名
簿
『
明
治
二
五
年
三

月
佛
日
調
査　

弘
法
大
師
八
十
八
ケ
所
番
順
及
施
主
人
の
名
簿
』
が
残
っ
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
施
主
の
現
在
の
家
々
を
探
し
出
し
、
改
め
て
施
主
に
な
っ

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た
り
、
雑
木
を
払
い
、
植
栽
を
し
て
参
道
の
整
備
を

行
っ
た
。
弘
法
さ
ま
を
安
置
す
る
穴
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
よ
う
な

こ
と
は
避
け
、
昔
通
り
の
石
積
み
の
祠
を
再
生
し
て
い
っ
た
。
平
成
二
一

（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
見
影
山
穴
弘
法
は
復
元
さ
れ
、
地
域
内
外
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
12
）。

写真 12　復元された穴弘法（撮影：関）

8283



第 1部　海と人の関わり

民
話
と
地
域
の
こ
れ
か
ら

民
話
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
、
三
〇
年
近
く
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
民
話
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
も
地
域
自

体
も
徐
々
に
年
齢
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
活
動
を
今
後
ど
う
行
っ
て
い
く
か
は
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
一
方
で
、

地
元
の
小
学
校
で
は
民
話
劇
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
新
し
い
形
の
民

話
伝
承
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
切
な
こ
と
は
、伝
承
さ
れ
る
民
話
が
遠
い
昔
の
作
り
話
で
は
な
く
、

現
在
こ
こ
に
あ
る
海
や
山
で
、
今
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
、
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
海
や
山
と
い
っ
た
環
境
や
そ
こ
に
生
き
る
様
々
な

生
物
を
、
人
々
の
生
活
の
中
で
利
用
し
、
利
用
す
る
こ
と
で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
時
代
と

共
に
利
用
の
形
は
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
民
話
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
、
現
在
の
暮
ら
し
の
中
で
、
地
域
の
環
境

を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
へ
の
一
つ
の
答
え
な
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（
関 

い
ず
み
）

参
考
・
引
用
文
献

愛
知
県
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
七
）
愛
知
県
の
近
代
和
風
建
築

−

愛
知
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
報
告
書

−

。
愛
知
県
教

育
委
員
会
、
全
四
五
三
頁
。

石
川
智
士
・
仁
木
将
人
・
吉
川 

尚
編
（
二
〇
一
六
）
幡
豆
の
干
潟
探
索
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
、
京
都
、

全
82
頁
。

幡
豆
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
二
〇
〇
九
）
幡
豆
町
史　

資
料
編
3　

近
代
・
現
代
。
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
、
全
八
九
〇
頁
。

「
は
ず
の
民
話
」
編
集
委
員
会
（
一
九
九
二
）
は
ず
の
民
話
。
幡
豆
町
教
育
委
員
会
。
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名
古
屋
地
方
気
象
台
（
二
〇
一
五
）
名
古
屋
発
気
象
情
報　

季
節
ご
と
の
天
候
の
特
徴

−

東
海
地
方

−

（
解
説
）。　
　
　

http://w
w

w
.jm

a-net.go.jp/nagoya/T
enkouK

aisetsu_T
okai/T

enkouK
aisetsuM

ain_T
okai.htm

l

瀬
ロ
哲
夫
・
郷
田
竜
太
郎
（
一
九
八
九
）
三
河
湾
観
光
の
基
礎
的
研
究
―
―
そ
の
観
光
開
発
過
程
と
観
光
資
源
・
施
設
。

一
九
八
八
年
度
日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
研
究
報
告
集
、
四
三
三

－

四
三
六
頁
。

し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
（
一
九
九
九
）
む
か
し　

む
か
し　

は
ず
の
里
。
幡
豆
町
教
育
委
員
会
。

謝
辞　

　

本
章
1
節
に
お
い
て
幡
豆
地
区
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
ご
紹
介
す
る
に
当
た
り
、
潮
干
狩
り
場
来
場
者
の
方
々
と
の
や
り
取

り
、
幡
豆
の
家
庭
の
味
の
い
ろ
は
の
手
解
き
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
東
幡
豆
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
の
皆
様
、
伝
統
的
な
幡
豆
の

郷
土
料
理
の
取
材
及
び
お
料
理
の
撮
影
協
力
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
料
理
店
「
魚
直
」
の
ご
主
人
な
ら
び
に
若
女
将

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
魚
介
類
の
輸
送
・
保
存
、
特
殊
冷
凍
技
術
を
ご
教
授
い
た
だ
い
た
神
奈
川
県
三
崎
漁

港
（
有
）
オ
ー
シ
ャ
ン
グ
ロ
ウ
の
宮
川
高
政
専
務
、
レ
シ
ピ
作
成
に
あ
た
り
、
調
味
料
の
分
量
・
合
わ
せ
方
、
調
理
技
術
等
を

長
き
に
わ
た
り
指
南
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
新
栄
の
「
煮
込
み
家m

atsu

」
の
店
主
で
あ
り
総
料
理
長
で
も
あ
る
松
本

和
城
氏
に
多
大
な
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
鮮
な
食
材
の
採
捕
・
提
供
、
取
材
、
執
筆
活
動
に
全
面
協
力
、
御
取
計
ら
い
く
だ
さ
っ
た
東
幡
豆

漁
業
協
同
組
合
の
石
川
金
男
組
合
長
ほ
か
理
事
の
皆
様
、
幡
豆
の
味
と
も
い
え
る
調
味
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
す
ず
み

そ
醸
造
場
」
の
鈴
木
茂
社
長
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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は
じ
め
て
幡
豆
を
訪
れ
て
か
ら
四
年
に
な
る
。
一
人
の

時
も
あ
れ
ば
、
大
学
の
同
僚
や
学
生
と
連
れ
だ
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
る
が
、
い
つ
も
同
じ
民
宿
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
東
幡
豆
漁
協
で
い
た
だ
い
た
採
れ
た
て
の
ト
リ
ガ

イ
を
お
い
し
く
調
理
し
て
く
れ
た
の
も
、
こ
の
宿
の
板
さ

ん
で
あ
る
。
こ
の
民
宿
の
ご
主
人
は
父
の
代
か
ら
幡
豆
石

の
海
運
業
を
営
み
、
民
宿
は
現
在
、
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
、

住
み
込
み
の
板
さ
ん
ら
の
三
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

　

宿
の
前
に
は
幡
豆
の
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
最
近
で
は

日
曜
日
の
昼
に
閑
散
と
し
た
浜
の
沖
で
か
す
か
に
水
上
バ

イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
静

か
な
海
も
か
つ
て
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。
戦
前

か
ら
「
観
光
地
幡
豆
」
を
標
榜
し
た
こ
の
地
は
、
鉄
道
の

便
も
手
伝
っ
て
多
く
の
観
光
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
沖
に

浮
か
ぶ
二
つ
の
島
に
は
ウ
サ
ギ
と
サ
ル
が
放
さ
れ
「
海
上

動
物
園
」
の
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
島
に
渡
る
定
期
観
光
船

は
一
年
中
お
客
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
の
最
盛
期
の

昭
和
五
四
（
一
九
七
九
年
）
に
、
こ
の
民
宿
は
で
き
た
。

往
時
に
は
、
こ
の
民
宿
の
並
び
に
同
業
の
宿
が
五
軒
、
飲

食
を
提
供
す
る
店
が
六
軒
あ
っ
た
。
潮
干
狩
り
の
で
き
る

三
月
か
ら
五
月
と
忘
年
会
の
か
き
入
れ
時
以
外
で
も
年
を

通
じ
て
客
足
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ

の
宿
に
は
、
岐
阜
県
の
飛
騨
や
長
野
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
あ
っ
た
。
東
幡
豆
の
港
湾
改
修
工
事
な
ど
で
、
一
時
、

海
水
浴
客
の
足
が
遠
の
く
も
の
の
、
日
帰
り
観
光
を
可
能

に
し
た
マ
イ
カ
ー
客
の
増
大
と
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年

の
名
鉄
に
よ
る
観
光
資
本
の
引
き
上
げ
の
影
響
で
宿
泊
観

光
客
は
減
り
、
現
在
は
、
民
宿
二
軒
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

宿
の
夕
食
時
に
一
階
の
大
き
な
長
テ
ー
ブ
ル
（
一
二
人

掛
け
）
の
一
角
に
腰
を
下
ろ
す
と
、
い
つ
も
の
懐
か
し
い

お
顔
が
み
え
る
。
ビ
ー
ル
を
片
手
に
、「
幡
豆
の
先
生
が
た
」

に
、
漁
の
出
来
ば
え
、
幡
豆
の
海
の
変
わ
り
よ
う
、
幡
豆

の
暮
ら
し
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
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私
に
と
っ
て
は
、
幡
豆
の
暮
ら
し
を
知
る
た
め
の
と
て
も

大
切
な
窓
で
あ
る
。

　

翌
朝
八
時
、
朝
食
を
と
り
に
階
下
に
行
く
と
長
テ
ー
ブ

ル
に
昨
夜
の
お
顔
が
み
え
る
。
宿
の
モ
ー
ニ
ン
グ
を
食
べ

に
来
た
の
だ
と
い
う
。
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、
宿
の
出
入
り

客
を
増
や
し
た
い
と
い
う
板
さ
ん
の
発
案
で
始
め
た
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
挽
き
立
て
の
コ
ー
ヒ
ー
に
、
厚
切
り
の

ト
ー
ス
ト
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
、
山
盛
り
の
サ
ラ
ダ

で
三
三
〇
円
。
コ
ー
ヒ
ー
単
品
で
も
三
三
〇
円
（
そ
れ
に

も
お
菓
子
が
付
く
！
）。
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
で
つ
と
に
有
名

な
名
古
屋
の
モ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
が
、
高
井
（
二
〇
一
四
）

に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
元
祖
を
自
称
す
る
地
域
が
愛
知

県
内
に
二
つ
あ
る
と
い
う
。
一
つ
が
尾
張
地
方
の
一
宮
で

あ
り
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
三
河
地
方
の
豊
橋
で
あ
る
と

い
う
。「
こ
こ
は
愛
知
県
だ
し
（
笑
）」
と
い
う
ご
主
人
の

言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
宿
の
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
に

も
そ
ん
な
モ
ー
ニ
ン
グ
の
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
。
客
の

中
に
は
「
安
く
て
（
お
店
に
）
悪
い
」
と
い
っ
て
週
に
一

度
し
か
食
べ
に
来
な
い
者
も
い
る
と
い
い
、「
こ
れ
も
こ
の

地
区
の
人
柄
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
ね
」
と
い
っ
て
板
さ

ん
が
笑
う
。

　

八
時
半
を
回
る
と
、
客
が
ち
ら
ほ
ら
や
っ
て
く
る
。
あ

る
と
き
宿
の
入
り
口
付
近
の
テ
ー
ブ
ル
の
隅
に
腰
掛
け
て

モ
ー
ニ
ン
グ
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
女
将
さ
ん
に
席
を

移
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
。
入
り
口
に
は
、
台
車

の
付
い
た
買
い
物
袋
を
引
い
た
老
婦
人
の
姿
が
み
え
る
。

そ
こ
が
、
足
の
不
自
由
な
彼
女
の
指
定
席
で
あ
る
と
い
う
。

宿
の
長
テ
ー
ブ
ル
の
ど
こ
に
誰
が
座
る
か
は
お
お
よ
そ
決

ま
っ
て
い
る
。

　

客
が
や
っ
て
く
る
と
め
い
め
い
そ
の
指
定
席
に
座
り
、

モ
ー
ニ
ン
グ
を
注
文
す
る
。
た
ば
こ
を
吸
う
者
、
新
聞
を

広
げ
る
者
も
い
る
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
会
話
が
始
ま

る
。
後
か
ら
や
っ
て
く
る
客
は
、
そ
の
前
に
い
た
客
の
会

話
に
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
っ
て
い
く
。
い
つ
し
か
テ
ー
ブ
ル
全

員
が
同
じ
会
話
に
参
加
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
都

会
の
喫
茶
店
に
な
じ
ん
だ
者
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
ち
ょ
っ

と
不
思
議
な
会
話
の
連
携
プ
レ
イ
を
そ
こ
に
み
る
思
い
が

す
る
。
表
1
は
二
〇
一
四
年
六
月
の
あ
る
日
曜
日
（
八
時

二
〇
分
～
一
一
時
）
の
観
察
に
も
と
づ
く
会
話
グ
ル
ー
ブ

の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

　

宿
の
モ
ー
ニ
ン
グ
に
現
れ
る
客
は
、
西
幡
豆
か
ら
連

れ
だ
っ
て
車
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
同
級
生
グ
ル
ー
プ

か
ら
近
隣
の
住
民
ま
で
と
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が

高
齢
者
で
あ
り
、
そ
の
半
数
以
上
が
一
人
暮
ら
し
で
あ
る

コラム　民宿でつながる地域社会
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と
い
う
。
な
か
で
も
女
性
の
独
居
老
人
が
多
い
。
昨
年

か
ら
チ
ケ
ッ
ト
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
一
一
枚
綴
り

三
三
〇
〇
円
で
、
通
常
料
金
の
モ
ー
ニ
ン
グ
一
食
分
が
タ

ダ
に
な
る
計
算
で
あ
る
。
今
年
は
敬
老
の
日
に
店
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
あ
っ
た
と

い
う
。
購
入
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
壁
に
ピ

ン
止
め
さ
れ
並
ぶ
。

　

八
〇
代
の
女
性
客
は
「（
こ
の
場
所
は
）
落
ち
着
く
」
と

い
い
、
一
日
に
二
度
、
三
度
と
や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
場
所
が
あ
る
こ
と
が
「
あ
り
が
た

い
」
と
も
い
う
。
七
〇
代
男
性
客
は
、
宿
と
客
に
お
土
産

持
参
で
現
れ
る
。
前
庭
で
採
れ
た
も
の
だ
。
彼
は
毎
朝
こ

の
場
に
や
っ
て
く
る
。
姿
を
見
せ
な
い
と
他
の
客
が
心
配

し
て
電
話
を
く
れ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
場
所
は
「
自
分

と
同
年
配
の
者
が
あ
つ
ま
る
か
ら
楽
し
い
」
と
語
っ
た
。

客
層
は
主
に
六
〇
代
、
七
〇
代
が
中
心
と
な
る
が
四
〇
代

の
男
性
客
も
や
っ
て
く
る
。
母
親
も
こ
こ
を
利
用
し
て
お

り
、
他
の
客
は
「
子
供
時
代
か
ら
の
顔
見
知
り
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
宿
の
長
テ
ー
ブ
ル
は
、
客
そ
れ
ぞ
れ
に
定
位

置
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

客
同
士
の
会
話
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
民
宿
は
、
宿
泊
観
光
の
最
盛
期
に
生
ま
れ
た
。
そ

の
後
、
日
帰
り
マ
イ
カ
ー
客
の
増
大
や
大
手
観
光
資
本
の

引
き
上
げ
に
よ
る
宿
泊
客
の
急
激
な
減
少
を
本
業
の
石
材

運
搬
業
で
乗
り
切
っ
た
。
民
宿
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
工
夫
な
ど
経
営
の
軸
足
を
変
え
な
が
ら
地
域
の

人
々
を
つ
な
げ
る
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
高
齢

化
が
進
む
な
か
で
こ
の
よ
う
な
場
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う

増
す
だ
ろ
う
と
思
う
。�

（
小
林
孝
広
）
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〇
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社
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。
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席 番 時 間 性別（年齢） 注文内容 会話グループ 備 考

⑥ 8:20 － 8:38 男性（55） モーニング ⑥板さん

⑨ 8:30 － 8:55 男性（60） コーヒー ⑨⑥

③ 8:35 － n.d. 男性（60） モーニング ③⑥⑨

⑤ 8:40 － 9:45 男性（65） コーヒー ⑤③⑨

⑩ 9:05 － 10:21 男性（60） モーニング ③⑤⑨⑩

⑨ 9:05 － 10:21 男性（60） モーニング ③⑤⑨⑩

座敷 9:07 － 10:27 女性（70） モーニング

座敷 9:07 － 10:27 女性（70） モーニング

⑫ 9:10 － 9:41 男性（60） モーニング ⑫③⑤⑨⑩⑥

⑥ 9:10 － 9:41 男性（55） モーニング ⑥③⑤⑨⑩⑫ ⑫の支払い

② 9:35 － 男性（65） ビール

⑫ 9:41 － n.d. 男性（60） － 8:30 の男性

⑥ 9:55 － n.d. 男性（80） モーニング ⑥板さん

⑧ 9:58 － 男性（45） 焼酎 ②⑧⑥

⑤ 10:05 － 男性（75） モーニング ⑤③⑨⑩⑪⑫

③ 10:30 － 10:59 男性（n.d.） モーニング ③⑩⑤

⑩ 10:30 － 10:59 女性（n.d.） モーニング ⑩③⑤

⑤ 10:52 － 女性（65） モーニング ⑤⑥⑫ 10:05 が④に

⑥ 10:52 － 女性（65） モーニング ⑥⑤⑫

⑫ 10:52 － 女性（65） モーニング ⑫⑤⑥ ⑤の支払い

備考：席番号は入り口から⑫～⑦、⑥～①に並ぶ
　　：年齢は調査者の主観による
　　：n.d. は no data（記録なし）を意味する

表 1　長テーブルを中心とした会話グループの変化（8:20-11:00）
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